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本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学

の
本
郷
と
駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

コロナの水際対策
11日から大幅緩和

　
岸
田
首
相
は
、
９
月
22
日
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
パ
ー
ク
レ
ー

ン
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
内
外

記
者
会
見
で
、10
月
11
日
︵
火
︶

か
ら
、
水
際
対
策
で
現
在
１
日

５
万
人
と
し
て
い
る
入
国
者
の

上
限
数
を
撤
廃
し
、
パ
ケ
ー
ジ

ツ
ア
ー
に
限
定
さ
れ
て
い
る
観

光
客
に
つ
い
て
も
個
人
旅
行
客

の
渡
航
を
解
禁
、
ま
た
訪
日
に

関
す
る
現
在
の
ビ
ザ
取
得
規
制

も
解
禁
す
る
と
明
言
し
た
。
ま

た
同
10
月
11
日
か
ら
﹁
全
国
旅

行
割
﹂
と
﹁
イ
ベ
ン
ト
割
﹂
を

開
始
す
る
と
発
表
し
た
。﹁
多

く
の
方
に
活
用
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
ん
で

き
た
宿
泊
業
、
旅
行
業
、
エ
ン

タ
メ
業
な
ど
を
支
援
し
て
行
き

た
い
﹂
と
発
言
し
た
。
近
く
日

本
の
政
府
・
関
係
省
庁
か
ら
正

式
な
水
際
対
策
と
し
て
発
表
さ

れ
る
予
定
。

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
降
、
日
本

の
コ
ロ
ナ
対
策
は
、
ほ
ぼ
鎖
国

に
近
い
状
態
で
国
外
か
ら
の
入

国
者
制
限
を
し
て
き
た
が
、
今

年
春
に
入
国
拒
否
対
象
国
を
撤

廃
、
９
月
７
日
か
ら
は
ワ
ク
チ

ン
を
３
回
打
っ
た
こ
と
を
条
件

に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
免
除
す
る
な

ど
段
階
的
に
水
際
対
策
を
緩
和

し
て
き
た
。
し
か
し
、G
７︵
先

進
７
か
国
︶
の
う
ち
、
入
国
数

上
限
を
設
定
し
て
い
る
の
は
現

在
日
本
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。

　
日
本
国
内
の
観
光
地
は
、
円

安
に
な
っ
て
ド
ル
を
日
本
円
に

換
金
し
て
買
い
物
を
す
る
米
国

か
ら
の
旅
行
客
に
期
待
が
高
ま

り
そ
う
だ
。
全
日
空
は
日
米
間

の
座
席
予
約
状
況
が
７
月
ま
で

の
水
準
と
比
べ
１
・
４
倍
の
予

約
に
増
加
し
て
満
席
状
況
が
続

い
て
い
る
た
め
、
一
部
の
ホ
ノ

ル
ル
線
と
ビ
ジ
ネ
ス
中
心
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
線
を
除
く
米
国
内

主
要
都
市
と
日
本
と
の
運
航
便

数
を
10
月
か
ら
徐
々
に
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
の
状
態
に
戻
す
。
来

米
日
本
人
観
光
客
は
、
円
安
傾

向
の
余
波
を
受
け
、
ど
こ
ま
で

戻
る
か
は
不
透
明
だ
が
、
日
本

行
き
を
躊
躇
し
て
い
た
外
国
人

旅
行
者
を
取
り
戻
す
こ
と
に
は

大
き
な
プ
ラ
ス
に
振
り
子
が
動

く
こ
と
に
な
る
。
　

　
記
者
会
見
会
場
で
、
首
相
登

壇
前
に
配
布
さ
れ
た
内
外
記
者

会
見
の
冒
頭
発
言
資
料
の
中
に

は
、
旅
行
関
連
の
部
分
で
10
月

11
日
に
明
記
さ
れ
て
い
た
の
は

﹁
全
国
旅
行
割
﹂
と
﹁
イ
ベ
ン

ト
割
﹂
の
開
始
だ
け
で
、﹁
入

国
数
上
限
撤
廃
﹂﹁
個
人
旅
行

の
規
制
解
禁
﹂﹁
ビ
ザ
無
し
渡

航
の
解
禁
﹂
は
記
載
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
岸
田
首
相
が
あ
え

て
﹁
記
者
発
表
﹂
の
形
で
こ
の

３
点
に
つ
い
て
11
日
に
実
施
す

る
と
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
み

ら
れ
る
。
前
日
に
カ
ー
ネ
ギ
ー

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
農
林
水

産
省
主
催
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で

も
水
際
対
策
の
詳
細
と
明
確
な

開
始
日
に
つ
い
て
は
公
式
発
表

は
し
て
い
な
か
っ
た
。
　

　
　 

︵
関
連
記
事
６
、７
面
に
︶　

岸田首相が NYで発表

入
国
者
数
上
限
撤
廃

個
人
旅
行
と
ビ
ザ
無
し
渡
航
解
禁

日本の水際対策について語る岸田首相（9 月 22 日、パークレーンホテルで、写真・三浦良一）

生
局
長
の
追
加
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
受
け
な
が
ら
﹁
感
染
力
の
高

い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変

異
株
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
、

新
た
な
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種

を
受
け
る
べ
き
だ
﹂
と
呼
び
か

け
た
。
解
雇
や
訴
訟
、
抗
議
デ

モ
に
至
り
物
議
と
な
っ
た
同
市

職
員
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
義
務
付

け
は
、
当
面
継
続
さ
れ
る
。
同

市
長
は
公
務
員
の
ワ
ク
チ
ン
義

務
付
け
継
続
に
つ
い
て
﹁
慎
重

に
時
間
を
か
け
て
検
討
し
て
い

る
﹂
と
し
な
が
ら
も
﹁
市
政
は

同
市
内
の
安
全
性
、
同
市
職
員

の
運
営
体
制
に
基
づ
い
て
物
事

を
決
定
し
て
い
る
。
義
務
付
け

の
理
由
に
論
理
経
路
は
な
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
は
理
に

か
な
っ
て
い
る
こ
と
は
何
も
な

い
﹂と
明
確
な
説
明
は
避
け
た
。 

　
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
は
９
月
20
日
、
同
市
庁
舎

で
の
記
者
会
見
で
、
民
間
企
業

の
従
業
員
や
運
動
部
に
所
属
す

る
学
生
に
課
し
て
い
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
義
務
付
け
を
撤
廃
す
る
こ
と

を
発
表
し
た
。 

　
す
べ
て
の
民
間
企
業
の
職
員

を
対
象
に
し
た
同
規
制
は
、
ビ

ル
・
デ
ブ
ラ
シ
オ
前
同
市
長
市

政
下
の
昨
年
末
に
国
内
で
初
め

て
執
行
さ
れ
、
今
年
11
月
１
日

に
終
了
す
る
。
運
動
部
や
課
外

活
動
に
携
わ
る
学
生
に
対
す
る

規
制
は
９
月
20
日
に
終
了
し

た
。
同
市
長
は
同
規
制
緩
和
に

つ
い
て
、
保
護
者
や
事
業
者
に

﹁
柔
軟
性
﹂
を
与
え
る
た
め
と

す
る
一
方
、
報
道
陣
の
前
で
ア

シ
ュ
ウ
ィ
ン
・
バ
サ
ン
同
市
衛

Ｎ
Ｙ
ワ
ク
チ
ン
義
務
終
了 

民
間
職
員
と
ア
ス
リ
ー
ト
学
生 

https://nipponexpressusa.com/
www.saitollp.com
mailto:meiseimotors@aol.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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SAKURA COLLECTION 2022 New York

日本の伝統素材×世界のデザイナー

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を

ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
で
開
催

10
月
８
日
︵
土
︶
午
後
２
時
か
ら

　

一
般
社
団
法
人SA

K
U

R
A

 
C

O
LLE

C
T

IO
N

︵
サ
ク
ラ
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
︶
は
、
日
本
の
伝

統
素
材
と
世
界
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
さ
せ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
を
10
月
8
日
︵
土
︶
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
の
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ

ッ
ジ
で
開
催
す
る
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
日
本
の
伝
統
素
材
を

10
種
の
日
本
の
伝
統
素
材
と
９
カ
国
の

デ
ザ
イ
ナ
ー
を
繋
い
で
生
ま
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

﹁
尾
州
再
生
ウ
ー
ル
﹂
を
テ
ー
マ
に
し
た

学
生
向
け
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

Ｎ
Ｙ
の
多
国
籍
ダ
ン
サ
ー
に
よ
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　

S
A

K
U

R
A

 C
O

L
L

E
C

-
T

IO
N

は
、
日
本
の
伝
統
的
な

﹁
も
の
づ
く
り
﹂
と
﹁
世
界
﹂

の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
繋
い
で
、

　

S
A

K
U

R
A

 C
O

L
L

E
C

-
T

IO
N

は
世
界
の
デ
ザ
イ
ン
学

生
・
若
手
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
活

躍
の
場
を
提
供
す
る
た
め
に
、

２
０
１
２
年
よ
り
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
開

催
し
て
い
る
。

　

10
年
目
、
34
回
目
の
開
催

と
な
る
同
大
会 ”

SA
K

U
R

A
 

C
O

L
L

E
C

T
IO

N
 2

0
2

2 
F

ashion D
esign A

w
ard 

in N
ew

 Y
ork” 

の
テ
ー
マ

は
、
愛
知
県
の
尾
州
再
生
ウ
ー

ル
と
な
る
。
尾
州
で
は
、
半
世

紀
以
上
前
か
ら
余
っ
た
毛
糸
や

不
要
に
な
っ
た
ウ
ー
ル
衣
類
等

を
紡
ぎ
直
し
再
び
織
り
上
げ
る

両
者
に
と
っ
て
の
持
続
可
能
な

経
済
循
環
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
世
界
9
カ
国
、
38

人
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
日
本
の
産

再
生
ウ
ー
ル
の
生
産
を
行
っ
て

い
る
。
そ
の
技
術
は
高
く
評
価

さ
れ
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
再

生
ウ
ー
ル
と
し
て
世
界
で
注
目

を
集
め
て
い
る
。
こ
の
尾
州
再

生
ウ
ー
ル
を
使
っ
た
デ
ザ
イ
ン

地
を
繋
ぎ
、
作
品
作
り
を
行
っ

て
き
た
。

　

今
回
は
、
9
カ
国
か
ら
世
界

で
活
躍
し
て
い
る
新
進
気
鋭
の

ブ
ラ
ン
ド
が
参
加
し
、
10
種
の

日
本
の
伝
統
素
材
を
使
っ
た
作

品
を
発
表
す
る
。

案
を
募
集
し
、
11
カ
国
か
ら
67

点
の
応
募
が
あ
っ
た
。
書
類
選

考
に
よ
り
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
10

人
は
実
際
に
作
品
を
制
作
し
、

こ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
イ
ベ
ン

ト
で
発
表
、
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決

定
す
る
。
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
日

本
行
き
の
往
復
航
空
券
が
贈
ら

れ
る
。

使
っ
た
世
界
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に

よ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
発
表

と
、
世
界
の
学
生
に
向
け
て
開

催
中
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

の
グ
ラ
ン
プ
リ
大
会
と
な
る
。

７
月
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
行
わ
れ
た
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
か
ら
︵
下
の
写
真
も
︶

　

シ
ョ
ー
の
演
出
と
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

V
issi D

ance T
heater

︵
ヴ

ィ
シ
ー
ダ
ン
ス
シ
ア
タ
ー
︶
が

行
う
。
世
界
中
の
様
々
な
国
出

身
の
ダ
ン
サ
ー
か
ら
成
り
立
つ

ヴ
ィ
シ
ー
は
、
ダ
ン
サ
ー
の
一

人
一
人
が
持
つ
異
な
っ
た
文
化

的
視
点
と
多
様
性
を
一
つ
に
融

合
し
な
が
ら
ダ
ン
ス
を
作
り
上

げ
て
い
く
ス
タ
イ
ル
で
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
み
な
ら
ず
世
界
で

活
躍
し
て
い
る
。

SAKURA COLLECTION 2022 New York
2022年10月8日（土）

13:00開場　13:30オープニングアクト　14:00開演
Japan Village (934 3rd Avenue, Brooklyn, NY 11232)

入場無料

主催： 一般社団法人SAKURA COLLECTION
共催： 在ニューヨーク日本国総領事館、
 Japan Village
協賛： 中伝毛織株式会社、
 Mt. Fuji Japanese Steakhouse、
 ANA、JANOME
問い合わせ：sakura@sakuracollection.com 

www.sakuracollection.com

関連イベント

SAKURA COLLECTION テキスタイルフェア
2022年10月8日（土）〜10日（月）

11:00 - 14:30（初日のみ）／12:00 -18:00
Japan Village 2階屋内スペース “The Loft“

入場無料

内容
・SAKURA COLLECTION世界のデザイナー×
　日本の伝統素材 作品展示
・Shibuki Artパフォーマンス&アートワークショップ
・音楽パフォーマンス

問い合わせ　212-532-5655・info@oplanning.com

https://www.wakuwakuny.com/
https://www.kuraichibk.com/
https://sakuracollection.com/
tel:212-532-5655
mailto:info@oplanning.com
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10月NY日系人会の行事

皆様にご心配をおかけしています JAA の修復工事は 10 月始め
に完了予定です。JAA ホールは 30 〜 50 人が使えるように
なります。

定期クラス　生徒募集中！
火曜 10:45am-11:45am 太極拳クラスは随時
火曜 1pm-3pm online 書道クラス
金曜 1:15pm-3pm online コーラスクラス

第 16 回秋のヘルスフェア（10 月 5 日まで）
■ 10 月 1 日（土）7pm-8:30pm オンライン講座「老年医学専

門医に聞く“上手な歳の重ね方”」by Japanese SHARE 山
田悠史先生（老年医学・緩和医療専門医）

■ 5 日（水）2pm-4pm 「Online Training for Hate Crime」ヘイト・
クライム直面時のトラブルの拡大防止と状況判断を指導する

■ 10 日（月）コロンバスデーにて JAA 事務局はお休み
■ 13 日（木）10am-12pm「笠野玲子弁護士による電話無料法

律相談室 ( 移民法以外 )」。要予約。各 30 分
■ 17 日（月）10am-12pm 「シニアの無料ヘアカット」田原ミ

チさん、佐々木ノリさん、津田やすこさん、小林はるかさん
がヘアカットを行う。要予約。

■ 20 日（木）10am-12pm「寺井真美弁護士米国移民法の電話
無料相談室」相談希望者は要予約。各 15 分

■ 20 日（木）12pm-「10 月の敬老会」ベントオンの秋のお弁当。
会場は 2 組に分けて 11:30am-12:30pm &1pm-2pm 各 30 人。
JAA ホールの改修状況でエンターテイメントを決めます。参
加費＄５　参加、ランチデリバリー、ピックアップ希望者は
要予約。10 月のお誕生会を 12:30pm に行います。

■ 10 月 21 日（金）10:30am-12pm　アップルキッズ主催
　「小林利子先生の折り紙クラス」子供は知育、シニアは脳トレ、

みんなで楽しみましょう！ JAA ホールで行われます。
　ご予約は JAA まで、
■ 22 日（土）10am-12pm JAA 日本語教育秋の研修会主催　テー

マ：SOGIESC (Sexual Orientation, Gender Identity and Ex-
pression, and Sex Characteristics) から考えるインクルーシ
ブな日本語教育　講演者：有森丈太郎（トロント大学東アジ
ア学科）申し込みは https://forms.gle/sD6KaEdoaqCbdWB69

＊メディケアプランの変更期間は 10 月 15 日から 12 月 7 日迄
です。相談したい人は、JAA までご連絡ください！メディケ
アの専門の方を紹介します。

＊SAVE THE DATE　JAA 115周年記念GALA　12月12日 (月 )　
6pm-9pm　At Harvard Club　詳細は近日中に発表します。
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10
月
に
な
る
と
、
日
本
は
本

屋
さ
ん
や
文
房
具
店
に
手
帳
が

並
び
だ
し
ま
す
。
か
つ
て
一
世

風
靡
し
た
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
の

糸
井
重
里
さ
ん
は
、
手
帳
で
上

場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

ア
プ
リ
で
も
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
管
理
で
き
る
時
代
に
な
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
た
し
も

こ
の
季
節
に
な
る
と
、
つ
い
手

帳
が
気
に
な
り
ま
す
。

　

わ
た
し
が
こ
こ
数
年
使
っ

て
い
る
の
は
、﹁
孔
子
経
営
手

帳
﹂。
ベ
ー
ス
に
あ
る
の
は
易

教
で
、﹁
良
い
日
﹂﹁
行
動
す
べ

き
日
﹂﹁
良
い
方
角
﹂
な
ど
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
手
帳
で

す
。
ち
ょ
っ
と
勉
強
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
の
手
帳

を
持
っ
て
い
る
経
営
者
も
多

く
、A

m
azon

で
も
売
れ
て

い
ま
す
。

　

動
物
占
い
の
手
帳
も
あ
れ

ば
、マ
ヤ
暦
の
手
帳
も
あ
っ
て
、

暦
や
占
い
と
日
を
気
に
す
る
人

も
多
い
の
は
、
日
本
人
の
特
徴

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
ん
な
こ
と
を

気
に
せ
ず
、
ス
ヌ
ー
ピ
ー
や
ポ

ケ
モ
ン
や
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
な
ど

気
に
入
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

手
帳
を
持
つ
人
も
た
く
さ
ん
い

﹁
手
帳
の
季
節
﹂

チケットは Eventbrite　のページ上で　「Kimono」と検索にかけると

「Kimono: A Tradition of Sustainable Fashion」のページがでてきます。

もしくはＵＲＬコード https://bit.ly/3QUoSql から。

　

日
本
の
文
化
を
パ
フ
ォ
ー
ミ

ン
グ
・
ア
ー
ツ
で
紹
介
す
る

非
営
利
団
体
ジ
ャ
パ
ン
・
パ

フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
は
、

10
月
に
３
回
に
わ
た
り
﹁
着

物: 

持
続
可
能
な
衣
服
の
伝

統
﹂
と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
。
会
場
はM

arc A
. 

Scorca H
all at O

P
E

R
A

 
A

m
erica

︵
７
番
街
３
３
０

番
地
７
階
、
28
丁
目
と
29
丁
目

の
間
︶。

　

現
代
の
重
要
課
題
で
あ
る
環

境
対
策
に
生
産
者
が
考
え
る
べ

き
必
要
不
可
欠
な
製
品
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の

概
要
を
、
着
物
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
の
﹁
素
材
﹂ ﹁
形
状
﹂﹁
分

解
﹂
の
３
つ
の
切
り
口
で
紹
介

す
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
を

使
用
し
た
説
明
と
、
会
場
に
は

着
物
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
簡
単
に

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
着
物

を
構
成
す
る
8
つ
の
部
分
を
色

違
い
に
分
け
て
縫
わ
れ
た
も
の

や
、
古
く
か
ら
継
承
さ
れ
て
い

る
着
物
の
特
殊
な
洗
い
方
法
な

ど
が
展
示
さ
れ
る
。

　

10
月
9
日
・
16
日
︵
日
︶
午

後
２
時
〜
５
時
は
、
着
物
の
格

に
つ
い
て
や
絞
り
の
最
高
峰

﹁
京
鹿
の
子︵
き
ょ
う
か
の
こ
︶﹂

に
つ
い
て
、
ま
た
、
着
物
と
日

本
舞
踊
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い

て
説
明
す
る
。
10
月
29
日︵
土
︶

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
15
分
は

着
物
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
紹
介

の
ほ
か
、
着
物
と
日
本
舞
踊
と

の
関
係
を
さ
ら
に
深
く
、男
性
、

女
性
、
役
柄
で
の
動
き
の
違
い

を
4
つ
の
演
目
を
通
し
て
紹
介

す
る
。

　

入
場
料
は
無
料
だ
が
、
席
の

確
保
と
無
断
欠
席
を
避
け
る
た

め
1 

席
に
つ
き
20
ド
ル
の
デ

ポ
ジ
ッ
ト
が
必
要
︵
予
約
サ
イ

トE
ventbrite

の
手
数
料
は

1
席
に
つ
き
３
ド
ル
５
セ
ン

ト
。
そ
の
た
め
予
約
の
際
に
は

1
席
に
つ
き
23
ド
ル
５
セ
ン
ト

と
な
る
が
、
デ
ポ
ジ
ッ
ト
20 

ド
ル
は
来
場
時
に
返
却
さ
れ
る

の
で
、 E

ventbrite

の
手
数

料
３
ド
ル
５
セ
ン
ト
の
み
支
払

い
が
必
要
と
な
る
︶。

着 物

持続可能な
衣服の伝統

て
、
そ
ん
な
手
帳
の
コ
ー
ナ
ー

も
よ
く
見
か
け
ま
す
。
わ
た
し

の
知
っ
て
い
る
社
長
は
、﹁
と

に
か
く
薄
い
の
が
い
い
﹂
と
言

っ
て
、
薄
い
手
帳
を
探
し
て
い

ま
す
。

　

か
つ
て
は
、
年
末
に
な
る
と

会
社
の
手
帳
を
粗
品
で
配
る
営

業
マ
ン
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま

し
た
。
が
、
さ
す
が
に
そ
れ
は

減
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で

も
、
気
に
入
っ
た
手
帳
を
持
つ

こ
と
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上

が
る
こ
と
も
結
構
あ
る
み
た

い
で
す
。
わ
た
し
も
そ
の
ひ

と
り
で
す
。 

大
谷
由
里
子
：

１
９
６
３
年
、奈
良
県
生
ま
れ
。

吉
本
興
業
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経

て
、
人
材
活
性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
。﹁
笑
い
﹂
を
取
り
入
れ
た

人
材
育
成
が
話
題
に
。
著
書
に

﹁
元
気
セ
ラ
ピ
ー
︵
Ｋ
Ｋ
ロ
ン

グ
セ
ラ
ー
ズ
︶﹂﹁
は
じ
め
て
講

師
を
頼
ま
れ
た
ら
読
む
本
︵
中

経
出
版
︶﹂
な
ど
多
数
。

http://www.yamagatadental.net/
https://www.myhappytummyclub.com/
http://ariyoshiny.com
https://aantcinc.com/
tel:2019438003
https://www.sakagura.com/eastvillage
https://www.eventbrite.com/e/shunzo-ohno-tickets-407600994547
https://forms.gle/sD6KaEdoaqCbdWB69
tel:212-840-6942
mailto:info@jaany.org
https://bit.ly/3QUoSql
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海
外
日
本
人

サ
ポ
ー
ト

藤
田
幸
久 （７）

　

河
野
太
郎
デ
ジ
タ
ル
相
は
9

月
20
日
の
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の

記
者
会
見
で
﹁
次
の
国
政
選
挙

に
は
︵
在
外
邦
人
の
︶
選
挙
人

登
録
と
、
で
き
れ
ば
投
票
ま
で

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
﹂
と
述
べ
ま
し
た
。

﹁
7
月
の
参
議
院
選
挙
で
の
在

外
邦
人
の
︵
実
質
的
な
︶
投
票

率
は
2
％
程
度
と
惨
憺
︵
さ
ん

た
ん
︶
た
る
状
況
だ
っ
た
。
相

当
ネ
ジ
を
巻
い
た
が
、
︵
在
外

選
挙
人
登
録
の
︶
か
ん
じ
ん
な

と
こ
ろ
は
郵
便
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
﹂
と
の
認
識
に
基
づ
く
も

の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

河
野
大
臣
は
5
月
に
﹁
在
外

邦
人
の
皆
様
へ
。
こ
の
夏
の
参

議
院
選
挙
で
投
票
す
る
た
め
の

選
挙
人
登
録
は
お
済
み
で
す

か
。
で
き
る
限
り
早
く
登
録
の

申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
今
日
登
録
に
必
要

な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
く

だ
さ
い
。
ぜ
ひ
、
拡
散
し
て
く

だ
さ
い
﹂
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
呼

び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

林
芳
正
外
務
大
臣
は
１
月
31

日
に
﹁
在
外
ネ
ッ
ト
投
票
の
早

期
先
行
導
入
﹂
を
求
め
た
署
名

２
万
６
０
２
７
筆
を
受
け
取
っ

た
際
に
﹁
時
代
が
変
化
し
て
お

り
在
外
選
挙
の
見
直
し
が
必

要
。
２
万
人
投
票
の
現
状
を
一

桁
増
や
し
た
い
﹂
と
応
え
て
い

ま
す
。

　

５
月
25
日
最
高
裁
判
所
は
在

外
邦
人
が
最
高
裁
裁
判
官
の
国

民
審
査
に
投
票
で
き
な
い
の
は

違
憲
と
す
る
判
決
を
下
し
ま
し

た
。
国
側
は
投
票
用
紙
の
裁
判

官
名
の
印
刷
に
か
か
る
時
間
を

反
対
理
由
に
挙
げ
た
の
に
対

し
、
判
決
は
投
票
方
式
の
変
更

を
示
唆
し
ま
し
た
。
在
外
ネ
ッ

ト
投
票
導
入
は
国
民
審
査
に
も

必
要
な
の
で
す
。

　

い
よ
い
よ
、
後
は
選
挙
制
度

担
当
の
寺
田
稔
総
務
大
臣
と
岸

田
文
雄
首
相
の
最
終
決
断
次
第

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

10
月
か
ら
始
ま
る
臨
時
国
会

が
正
念
場
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
私
が
か
つ
て
会
長
を
務
め

て
い
た
在
外
投
票
推
進
議
員
連

盟
は
現
在
逢
沢
一
郎
議
員
が
会

長
で
、
野
党
は
西
村
智
奈
美
議

員
が
ま
と
め
役
で
す
。
春
の
通

常
国
会
で
も
10
人
近
く
の
超
党

派
の
国
会
議
員
が
政
府
に
対
し

て
質
問
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
議
員
連
盟
と
世
界
各
国

の
在
外
日
本
人
の
皆
さ
ん
と
の

連
携
に
よ
り
、
ネ
ッ
ト
投
票
に

対
す
る
賛
同
が
増
え
て
い
る
日

本
国
内
の
世
論
を
も
味
方
に
し

て
、
河
野
太
郎
大
臣
と
林
芳
正

大
臣
に
、
政
府
全
体
を
動
か
し

て
も
ら
う
闘
い
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
正
念
場
で
の
応
援

活
動
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

ふ
じ
た
・
ゆ
き
ひ
さ
＝
水
戸

一
高
、
慶
大
卒
。
世
界
的
な
道

徳
平
和
活
動
Ｍ
Ｒ
Ａ
や
難
民
を

助
け
る
会
で
活
動
し
た
初
の
国

際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
出
身
政
治
家
。
衆
議

院
・
参
議
院
議
員
各
二
期
。
財

務
副
大
臣
、民
主
党
国
際
局
長
、

民
進
党
ネ
ク
ス
ト
外
務
大
臣
、

横
浜
国
立
大
講
師
等
歴
任
。
対

人
地
雷
禁
止
条
約
加
盟
、
ア
メ

リ
カ
元
捕
虜
︵
Ｐ
Ｏ
Ｗ
︶
の
訪

日
事
業
を
主
導
。
世
界
52
ヵ
国

訪
問
。
現
在
国
際
Ｉ
Ｃ
︵
旧
Ｍ

Ｒ
Ａ
︶
日
本
協
会
会
長
。
岐
阜

女
子
大
特
別
客
員
教
授
。

河
野
太
郎
大
臣
、

在
外
ネ
ッ
ト
投
票
に
意
欲

　

岸
田
裕
子
総
理
夫
人
は
9
月

22
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
ク
イ

ー
ン
ズ
の
公
立
小
学
校
Ｐ
Ｓ
13 

ク
レ
メ
ン
ト
・
ク
ラ
ー
ク
・
ム

ー
ア
小
学
校
を
訪
問
し
、
児
童

た
ち
の
盛
大
な
歓
迎
を
受
け

た
。
同
校
は
、
岸
田
総
理
が 

１
９
６
４
年
か
ら
約
2
年
間
在

籍
し
た
小
学
校
で
、
岸
田
総
理

夫
人
は
、
同
校
の
児
童
た
ち
に

対
し
﹁
こ
の
ご
縁
を
き
っ
か
け

に
日
本
と
い
う
国
を
身
近
に
感

じ
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る

と
嬉
し
い
で
す
﹂
と
述
べ
た
上

で
、
岸
田
総
理
大
臣
直
筆
の
書

﹁
天
真
爛
漫
﹂
と
け
ん
玉
を
同

校
に
寄
贈
し
た
。

　

岸
田
総
理
夫
人
は
、
児
童
た

ち
か
ら
の
質
問
に
答
え
た
後
、

石
兼
国
連
大
使
夫
人
と
共
に
教

室
の
椅
子
に
座
っ
て
折
り
紙
を

通
じ
て
交
流
を
深
め
た
。

　

学
校
の
廊
下
に
は
岸
田
首
相

が
同
校
に
在
籍
し
た
こ
と
な
ど

を
伝
え
る
掲
示
と
写
真
、﹁
よ

う
こ
そ
﹂
と
ひ
ら
が
な
で
書
か

れ
た
歓
迎
の
文
字
な
ど
が
ガ
ラ

ス
ケ
ー
ス
に
入
れ
ら
れ
て
展
示

さ
れ
て
い
た
。

　
岸
田
首
相
が
ク
イ
ー
ン

ズ
の
Ｐ
Ｓ
13
校
に
在
籍
し

て
い
た
当
時
の
写
真
︵
右
・

後
列
中
央
︶
と
同
校
に
寄

贈
し
た
首
相
直
筆
の
﹁
天

真
爛
漫
﹂
の
書
︵
同
上
︶

﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
国
会
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

首相ゆかりの学校
裕
子
夫
人
が
訪
問

Ｎ
Ｙ
ク
イ
ー
ン
ズ
の
Ｐ
Ｓ
13
校

海
外
で
も
非
難
の
嵐

　

さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー

ナ
で
９
月
25
日
に
行
わ
れ
た
格

闘
技
イ
ベ
ン
ト
﹁
超
︵
ス
ー
パ

ー
︶
Ｒ
Ｉ
Ｚ
Ｉ
Ｎ
﹂
で
、
プ
ロ

ボ
ク
シ
ン
グ
元
世
界
５
階
級
制

覇
王
者
フ
ロ
イ
ド
・
メ
イ
ウ
ェ

ザ
ー
︵
45
︶
と
総
合
格
闘
技
の

朝
倉
未
来
︵
30
︶
の
エ
キ
シ
ビ

シ
ョ
ン
マ
ッ
チ
が
行
わ
れ
た

が
、試
合
前
の
花
束
贈
呈
式
で
、

贈
呈
役
の
政
治
団
体
ご
ぼ
う
の

党
代
表
・
奥
野
卓
志
氏
︵
48
︶

が
花
束
を
メ
イ
ウ
ェ
ザ
ー
選
手

に
手
渡
さ
ず
マ
ッ
ト
に
投
げ
捨

て
る
と
い
う
出
来
事
が
あ
っ

た
。会
場
は
騒
然
と
な
っ
た
が
、

メ
イ
ウ
ェ
ザ
ー
選
手
は
何
事
も

な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
花
束
を

拾
い
上
げ
、
セ
コ
ン
ド
に
手
渡

し
た
。

　

試
合
は
国
外
で
も
ペ
イ
パ
ー

ビ
ュ
ー
や
無
料
放
送
な
ど
で
配

信
さ
れ
た
た
め
、
花
束
を
投
げ

捨
て
る
と
い
う
行
為
が
世
界
に

発
信
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
ネ
ッ
ト
で
は
﹁
日
本

の
恥
﹂﹁
国
民
に
謝
罪
し
ろ
﹂

と
大
炎
上
、
海
外
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上

で
も
、
こ
の
行
為
を
非
難
す
る

声
が
多
数
上
が
っ
た
。
試
合
は

２
回
Ｔ
Ｋ
Ｏ
で
メ
イ
ウ
ェ
ザ
ー

選
手
が
勝
利
し
た
が
、
米
ス
ポ

ー
ツ
専
門
局
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｎ
は
試
合

結
果
を
伝
え
る
記
事
で
、﹁
試

合
前
、
日
本
の
格
闘
技
の
伝
統

で
あ
る
花
束
を
メ
イ
ウ
ェ
ザ
ー

に
渡
す
は
ず
だ
っ
た
男
が
、
花

束
を
メ
イ
ウ
ェ
ザ
ー
に
渡
さ

ず
、
キ
ャ
ン
バ
ス
に
投
げ
捨
て

る
と
い
う
奇
妙
な
シ
ー
ン
が
あ

っ
た
﹂
と
触
れ
た
。
米
ボ
ク
シ

ン
グ
専
門
誌
﹁
リ
ン
グ
﹂
も
﹁
花

束
贈
呈
で
手
渡
す
人
物
が
、
驚

く
べ
き
こ
と
に
花
束
を
メ
イ
ウ

ェ
ザ
ー
の
足
元
に
落
と
し
て
み

せ
た
﹂
と
書
い
て
い
る
。
米
ス

ポ
ー
ツ
系
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
﹁
バ

ー
ス
ツ
ー
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
﹂
は

ツ
イ
ッ
タ
ー
で﹁
異
様
な
行
為
﹂

と
ツ
イ
ー
ト
、
米
ス
ポ
ー
ツ
サ

イ
ト
の
﹁
ジ
ョ
ー
ダ
ン
ス
リ
ラ

ー
﹂
は
イ
ベ
ン
ト
に
遅
刻
し
た

メ
イ
ウ
ェ
ザ
ー
へ
の
報
復
と
推

測
し
た
。

　

英
ス
ポ
ー
ツ
メ
デ
ィ
ア
の

﹁
ギ
ブ
・
ミ
ー
・
ス
ポ
ー
ト
﹂
は
、

﹁
フ
ロ
イ
ド
・
メ
イ
ウ
ェ
ザ
ー

: 

朝
倉
未
来
と
の
勝
利
前
に
伝

説
の
ボ
ク
シ
ン
グ
選
手
の
足
元

に
花
が
投
げ
ら
れ
た
﹂
と
の
タ

イ
ト
ル
の
記
事
の
中
で
﹁
信
じ

ら
れ
な
い
光
景
﹂
と
報
じ
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
Ｆ
Ｏ
Ｘ

ス
ポ
ー
ツ
は
﹁
ボ
ク
シ
ン
グ
界

が
メ
イ
ウ
ェ
ザ
ー
へ
の
奇
妙
な

花
束
贈
呈
式
に
怒
り
心
頭
﹂
と

の
見
出
し
の
記
事
を
配
信
。
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
ジ
ョ
ー
・
フ

ェ
ラ
ー
ロ
氏
の
﹁
日
本
で
は
見

た
こ
と
が
な
い
と
思
う
﹂、
ダ

ミ
ア
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
氏
の
﹁
花

は
敬
意
を
表
す
も
の
で
あ
り
、

こ
ん
な
も
の
は
見
た
こ
と
が
な

い
﹂な
ど
の
ツ
イ
ー
ト
を
紹
介
。

﹁
ス
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ニ
ュ
ー

ス
﹂
の
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ハ
レ

氏
の
﹁
名
誉
の
花
を
渡
す
の
で

は
な
く
、
無
礼
な
形
で
投
げ
つ

け
た
。
こ
の
行
為
が
未
来
を
助

け
る
と
は
思
わ
な
い
﹂と
指
摘
。

香
港
の
﹁
サ
ウ
ス
チ
ャ
イ
ナ
・

モ
ー
ニ
ン
グ
ポ
ス
ト
﹂
は
﹁
日

本
の
フ
ァ
ン
が
﹃
日
本
の
恥
﹄

と
政
治
家
を
叩
く
﹂と
報
じ
た
。

主
催
の
Ｒ
Ｉ
Ｚ
Ｉ
Ｎ
の
榊
原
信

行
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
﹁
日
本
人
の
恥
を

さ
ら
し
た
こ
と
は
悲
し
い
し
、

二
度
と
こ
う
い
う
こ
と
が
な
い

よ
う
に
し
た
い
。
本
当
に
す
み

ま
せ
ん
﹂
と
謝
罪
し
た
。

メ
イ
ウ
ェ
ザ
ー
に
花
束
投
げ
捨
て

日米両国歌斉唱のあとの花束贈呈で、メイウェザーへの花束
をマットに投げ捨てた奥野氏。（動画投稿サイトから）

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
mailto:info@bcnetwork.org%E2%96%A0NY%E6%97%A5%E6%9C%AC%E4%BA%BA
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
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Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
主
催
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
1
日

バ
ス
ツ
ア
ー
﹁
日
米
交
流
黎
明

期
の
足
跡
を
訪
ね
て
〜
ニ
ュ
ー

ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
見
学
﹂
が

9
月
24
日
行
わ
れ
、
約
50
人
が

参
加
し
た
。

　

日
本
の
医
療
の
近
代
化
、
英

和
辞
典
編
纂
、
ヘ
ボ
ン
式
ロ
ー

マ
字
考
案
な
ど
の
功
績
を
残
し

た
ヘ
ボ
ン
博
士
︵
Ｎ
Ｊ
州
オ
レ

ン
ジ
︶
の
お
墓
を
経
由
し
、
幕

末
か
ら
明
治
中
期
に
か
け
て
多

く
の
日
本
の
留
学
生
が
学
ん
だ

ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
を
訪
問
。

　

若
林
晴
子
准
教
授
か
ら
は

﹁
ラ
ト
ガ
ー
ス
と
日
本
﹂
の
レ

ク
チ
ャ
ー
、
ま
た
日
米
架
け
橋

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
同

大
卒
業
生
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｅ
・

グ
リ
フ
ィ
ス
が
残
し
た
写
真
、

手
紙
等
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
説

明
も
受
け
、
黎
明
期
の
日
米
交

流
を
学
ん
だ
。
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
参
加
者
は
空
の
下
で
の
昼

食
、
当
時
の
面
影
が
残
る
歴
史

的
建
物
、
緑
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ

ス
の
散
策
も
楽
し
ん
だ
。

　

最
後
は
志
半
ば
で
病
に
倒
れ

た
留
学
生
、越
前
福
井
藩
藩
士
、

日
下
部
太
郎
ら
7
人
の
若
者
が

眠
る
ウ
ィ
ロ
ー
グ
ロ
ー
ブ
墓
地

を
訪
問
。
Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
︵
岡

本
徹
理
事
長
︶
園
児
手
作
り
の

日
米
小
旗
と
お
花
を
お
墓
に
添

え
て
、
そ
の
御
霊
を
慰
め
た
。

日
米
交
流
の

原
点
訪
ね
る

ラトガース大学と日本
NY日系ライオンズが企画

　

敬
老
の
日
に
ち
な
ん
で
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
社
会
福

祉
部
主
催
に
よ
る
大
敬
老
会
が

９
月
22
日
、
日
本
ク
ラ
ブ
で
開

催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
80
歳
以

上
の
日
系
高
齢
者
58
人
が
参
加

し
、
日
本
ク
ラ
ブ
の
幕
内
弁
当

を
楽
し
ん
だ
。
例
年
９
月
に
大

敬
老
会
を
日
系
人
会
ホ
ー
ル
で

開
催
し
て
い
る
が
、
今
年
は
入

居
ビ
ル
の
水
漏
れ
被
害
で
ホ
ー

ル
が
使
え
な
く
な
っ
た
た
め
、

楽
し
み
に
し
て
い
る
高
齢
者
の

た
め
に
、
日
本
ク
ラ
ブ
が
協
力

し
て
会
場
を
提
供
、
在
宅
の
高

齢
者
50
人
を
含
む
１
１
０
食
の

日
本
ク
ラ
ブ
特
製
の
お
弁
当
も

Ｎ
Ｙ
日
本
商
工
会
議
所
の
Ｊ
Ｃ

Ｃ
Ｉ
フ
ァ
ン
ド
か
ら
支
援
さ

れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て

配
膳
、
配
達
が
行
わ
れ
た
。
参

加
者
た
ち
は
﹁
と
て
も
美
味
し

い
く
て
、
美
し
い
お
弁
当
。
日

本
ク
ラ
ブ
の
弁
当
は
定
評
が
あ

る
の
で
食
べ
ら
れ
て
嬉
し
い
﹂

な
ど
喜
び
の
声
が
各
テ
ー
ブ
ル

で
聞
か
れ
た
。

　

当
日
は
１
０
０
歳
を
祝
っ
て

高
尾
利
子
さ
ん
が
花
束
の
贈
呈

を
受
け
、
８
、
９
月
に
誕
生
日

を
迎
え
た
高
齢
者
ら
と
共
に
祝

福
を
受
け
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
に
は
元
劇
団
四
季
に
在
籍
し

た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
歌

手
、
丸
山
日
鶴
さ
ん
が
三
上
ク

ニ
の
伴
奏
で
懐
か
し
い
ブ
ロ
ー

ド
ウ
エ
ー
の
名
曲
や
日
本
の
童

謡
を
歌
っ
た
。

日
本
ク
ラ
ブ
で
大
敬
老
会

80
歳
以
上
の
58
人
笑
顔
に

NY日系人会

日下部太郎ら７人の日本人留学生らの墓を訪問したバスツアー参加者たち

NJ 州ニューブランズウィックへバスツアー

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
︵
Ｎ
Ｙ

Ｐ
Ｄ)

が
こ
の
ほ
ど
発
表
し
た

今
年
上
半
期
の
犯
罪
統
計
に
よ

る
と
ア
ジ
ア
系
へ
の
ヘ
イ
ト
ク

ラ
イ
ム
︵
増
悪
犯
罪
︶
数
は
30

件
で
、
増
悪
犯
罪
全
体
１
２
３

件
の
24
％
を
占
め
た
。
加
害
者

の
人
種
別
内
訳
は
、
17
件
が
黒

人
︵
57
％
︶、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク

系
が
８
人
︵
27
％
︶、
白
人
４

人
︵
13
％
︶、
ア
ジ
ア
太
平
洋

諸
国
が
１
人
だ
っ
た
。

　

ま
た
８
月
の
ほ
か
の
犯
罪

は
、
昨
年
同
月
比
減
少
し
た
の

は
殺
人
の
54
・
２
％
減
︵
昨
年

の
59
件
か
ら
27
件
︶
の
み
で
、

強
盗
︵R

obbery

︶
や
押
し

入
り
︵B

urglary

︶
が
30
％

以
上
増
加
し
た
。
交
通
機
関
で

の
犯
罪
も
昨
年
８
月
の
１
４
９

件
か
ら
１
７
８
件
に
約
20
％
増

加
。
憎
悪
犯
罪
も
昨
年
同
月
の

39
件
か
ら
55
件
へ
と
41
％
増

加
。
依
然
と
し
て
Ｎ
Ｙ
市
の
治

安
は
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。

︵
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
今
井
絹
江
︶

Ｎ
Ｙ
の
治
安
さ
ら
に
悪
化

ア
ジ
ア
系
へ
の
増
悪
犯
罪

加
害
者
の
過
半
数
が
黒
人

百
歳
の
祝
福
を
受
け
る
高
尾
さ
ん

熱唱する丸山日鶴さん

日
本
ク
ラ
ブ
の
お
弁
当
を
囲
み
笑
顔
の
参
加
者
た
ち

tel:9175773969
http://kkobo.com/
http://myriverside.net/home
tel:2122136069
https://www.hondag.com
https://www.fivelightscenter.com/
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Ｅ-

１
ビ
ザ
の
申
請
方
法
の
説
明
︵
そ
の
２
︶

クイック USA

107

のB
ank Statem

ents

現
地
法
人
の
会
社
設
立
の
書
類

︵B
y

law
s, stock ledger, 

article of incorporation, 
u

n
an

im
ou

s con
sen

t of 
directors, L

L
C

 operating 
agreem

ent...

︶

現
地
法
人
の
組
織
図
︵
Ｅ
1
ビ

ザ
申
請
者
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
明

記
が
必
要
で
す
︶

現
地
法
人
のO

ffice Lease 
A

greem
ent

現
地
法
人
の
過
去
3
年
分
の

Financial Statem
ents

O
ffice

と
現
地
社
員
の
写
真

現

地

社

員

のI-9

、

ビ

ザ
、

I-94
、W

-2

、
近
直
3
ヶ
月
分

の
給
与
明
細
、E

tc
B

usiness Plan

︵
設
立
か
ら

一
年
未
満
の
会
社
︶

日
本
の
親
会
社
か
ら
の
書
類

：

履
歴
事
項
全
部
証
明
書
と
そ
の

英
訳

同
族
会
社
の
判
定
に
関
す
る
明

細
書
と
英
訳

株
式
名
簿
と
そ
の
英
訳

上
場
企
業
の
場
合
は
東
京
証
券

取
引
所
の
Ｈ
Ｐ
上
に
あ
る
、
自

社
の
過
去
の
株
式
取
引
状
況
が

記
載
さ
れ
た
書
類

  

親
会
社
が
個
人
事
業
主
の
場

合

：

オ
ー
ナ
ー
の
パ
ス
ポ
ー
ト
、
戸

籍
謄
本
と
そ
の
英
訳

株
式
名
簿
と
そ
の
英
訳

 

ビ
ザ
申
請
者
本
人
か
ら
の
書

類

：

D
S-160

有
効
期
限
が
一
年
か
そ
れ
以
上

あ
る
パ
ス
ポ
ー
ト

詳
細
な
職
歴
と
学
歴
を
記
載
し

　

Ｅ
１
ビ
ザ
申
請
に
必
要
な
基

本
書
類

：

次
の
リ
ス
ト
は
あ

く
ま
で
基
本
書
類
で
あ
り
、
こ

れ
が
全
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

参
考
程
度
に
留
め
て
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

 
米
国
の
現
地
法
人
か
ら
の
書

類

：DS-156E

　Support 
Letter

　

米
国
の
現
地
法
人
と
日
本

と
の
輸
出
・
輸
入
を
証
明
す

る

た

め

のInvoices　
︵

輸

出

：

現

地

法

人

か

ら

の

Invoices

・
輸
入
：
客
先
か
ら

のInvoices

︶

G
oods/Services

が
輸
入
・

輸
出
さ
れ
た
事
を
証
明
す
る
た

め
のB

ill of Ladings
G

oods/Services

の
支
払
い

を
証
明
す
る
た
め
の
現
地
法
人

た
英
文
のR

esum
e

大
学
・
専
門
学
校
の
成
績
・
卒

業
証
明
書
︵
米
国
で
の
職
務
内

容
に
関
係
が
あ
る
場
合
︶

過
去
に
取
得
し
た
資
格
と
そ
の

英
訳
︵
米
国
で
の
職
務
内
容
に

関
係
が
あ
る
場
合
︶

過
去
に
取
得
し
た
米
国
ビ
ザ
と

米
国
運
転
免
許
書
の
コ
ピ
ー

  

Ｅ
１
ビ
ザ
の
有
効
期
間:

米
国
大
使
館
で
の
面
接
に
合
格

し
た
場
合
、
5
年
有
効
な
ビ
ザ

が
発
行
さ
れ
ま
す
。
米
国
へ
入

国
す
る
事
で
、
2
年
有
効
な
就

労
ス
テ
ー
タ
ス
が
与
え
ら
れ
ま

す
。
有
効
な
Ｅ
１
ビ
ザ
で
米
国

へ
再
入
国
す
る
度
に
、
自
動
的

に
２
年
延
長
さ
れ
ま
す
。

  

Ｅ
１
ビ
ザ
の
利
点

：
一
度
、
米
国
大
使
館
か
ら
Ｅ
1

ビ
ザ
の
交
付
を
受
け
る
と
、
Ｕ

Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
︵
移
民
局
︶
へ
の
申

請
ベ
ー
ス
で
の
更
新
の
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。
有
効
な
ビ
ザ
で

入
国
を
す
る
度
に
、
自
動
的
に

2
年
の
就
労
許
可
を
得
る
事
が

出
来
ま
す
。
5
年
間
審
査
が
無

い
為
、
中
期
的
視
野
で
ビ
ジ
ネ

ス
の
経
営
に
携
わ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
2
人
目
か
ら
の
Ｅ
１

ビ
ザ
申
請
は
企
業
登
録
の
審
査

が
無
い
為
、
大
使
館
へ
直
接
面

接
を
入
れ
、
面
接
に
合
格
す
る

と
Ｅ
１
ビ
ザ
を
受
け
取
る
事
が

出
来
ま
す
。

  

配
偶
者

：

Ｅ
１
Ｓ
配
偶
者
ビ
ザ
が
交
付
さ

れ
ま
す
。
配
偶
者
は
就
労
が
可

能
で
す
。
配
偶
者
ビ
ザ
を
保
持

し
て
い
る
子
供
の
就
労
は
認
め

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

木
村
　
原 

　
　Kimura Law 

Offi ce  Managing Attorney
www.919usa.com

空の便の集客増加

　

日
本
政
府
が
10
月
11
日
か
ら

日
本
国
内
で
﹁
全
国
旅
行
割
﹂

と
﹁
イ
ベ
ン
ト
割
﹂
を
開
始

し
、
宿
泊
業
や
旅
行
業
、
エ
ン

タ
メ
業
な
ど
を
支
援
す
る
の
と

同
時
に
、
日
本
の
水
際
対
策
も

大
幅
に
緩
和
さ
れ
る
︵
１
面
に

記
事
︶。
こ
れ
を
受
け
、
日
米

間
を
結
ぶ
空
の
便
の
集
客
数
に

も
さ
ら
に
大
き
な
弾
み
が
つ
く

も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　

全
日
空
︵
Ａ
Ｎ
Ａ
︶
は
10
月

30
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
線
と
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
線

に
導
入
し
て
い
た
フ
ァ
ー
ス
ト

ク

ラ

ス
﹁T

H
E

 Suite

﹂

と

ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
の
﹁T

H
E

 
R

oom
 

﹂
の
シ
ー
ト
を
シ
カ

ゴ
線
に
導
入
し
て
空
の
快
適
な

旅
の
充
実
化
を
図
る
。

　
T

H
E

 R
oom

  

＝
写
真
上

＝
は
２
０
１
９
年
秋
に
ビ
ジ
ネ

ス
ク
ラ
ス
に
設
置
さ
れ
た
ド
ア

付
き
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重

し
、
ベ
ン
チ
シ
ー
ト
は
寝
返
り

の
打
て
る
フ
ル
フ
ラ
ッ
ト
式
。

機
内
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ニ
タ
ー
も

４
Ｋ
対
応
で
従
来
の
フ
ァ
ー
ス

ト
ク
ラ
ス
の
も
の
よ
り
１
イ
ン

チ
大
き
い
24
イ
ン
チ
型
を
採
用

し
て
い
る
。

　

10
月
30
日
以
降
、
来
年
3
月

25
日
ま
で
の
同
社
運
航
計
画
に

お
い
て
、
北
米
路
線
が
コ
ロ
ナ

前
の
２
０
２
０
年
度
期
初
計
画

比
に
対
し
て
約
9
割
の
運
航
率

に
回
復
す
る
。
具
体
的
に
は
週

7
便
が
運
航
し
て
い
る
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
線
と
一
部
の
ホ
ノ
ル
ル

線
を
除
き
、
シ
ア
ト
ル
、
ワ
シ

ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
、ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
、

バ
ン
ク
ー
バ
ー
線
な
ど
を
増
便

す
る
。

　

今
年
4
月
に
着
任
し
た
執
行

役
員
の
野
村
俊
央
米
州
室
長
兼

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
長
に
よ
る

と
、
今
年
に
入
っ
て
米
国
内
８

支
店
す
べ
て
で
集
客
増
と
な
っ

て
お
り
、
航
空
会
社
に
と
っ
て

は
ま
さ
に
追
い
風
と
な
っ
て
い

る
。

　

﹁
私
の
使
命
は
、
ま
ず
は
コ

ロ
ナ
禍
の
オ
ぺ
レ
ー
シ
ョ
ン
体

制
を
コ
ロ
ナ
前
の
状
態
へ
首
尾

よ
く
計
画
通
り
に
移
行
さ
せ
る

こ
と
で
す
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

北
米
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
動
向
や

出
張
需
要
を
日
本
に
向
け
て
発

信
す
る
こ
と
も
重
要
な
ミ
ッ
シ

ョ
ン
で
す
。
将
来
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
重
視
し
な
が
ら
も
、
親
し

み
や
す
い
元
気
印
、
か
つ
安
心

の
で
き
る
日
本
を
代
表
す
る
航

空
会
社
と
し
て
皆
様
の
お
役
に

立
ち
た
い
で
す
﹂
と
語
る
。

野
村
米
州
室
長
︵
兼
Ｎ
Ｙ
支
店
長
︶

運
航
率
９
割
に
回
復

シ
カ
ゴ
線
に
新
座
席
装
備

全日空

https://www.takenakapartners.com/
https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
https://www.maxjob.com/
https://nyseikatsu.com/gallery/
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
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■
﹃
米
Ｆ
Ｒ
Ｂ
、
政
策
金
利
を

3
会
合
連
続
で
0
・
75
ポ
イ
ン

ト
引
き
上
げ
、
年
末
ま
で
に
4

％
台
半
ば
ま
で
利
上
げ
の
見
通

両
方
の
参
加
国
数
を
増
や
す
こ

と
へ
の
支
持
を
表
明
し
た
。

　
　
　
　
　

◇

 

ビ
ジ
ネ
ス
短
信
の
詳
細
は
、

ジ
ェ
ト
ロ
北
米
ニ
ュ
ー
ス
９
月

22
日
号
を
参
照
。
問
い
合
わ
せ

は
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所
。
Ｅ

メ
ー
ル　

rept@
jetro.go.jp

し
﹄︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
︶
＝

米
国
連
邦
準
備
制
度
理
事
会

︵
Ｆ
Ｒ
Ｂ
︶
は
9
月
20
、
21
日

に
連
邦
公
開
市
場
委
員
会
を
開

催
し
、 

政
策
金
利
で
あ
る
フ
ェ

デ
ラ
ル
・
フ
ァ
ン
ド
︵
Ｆ
Ｆ
︶

金
利
の
現
状
の
誘
導
目
標
2
／

25
〜
2
・
5
％
か
ら 

0
・
75

ポ
イ
ン
ト
引
き
上
げ
、
3
・
0

〜
3
・
25
％
と
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。

■
﹃
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
、
国

連
総
会
演
説
で
ロ
シ
ア
を
糾

弾
、安
保
理
改
革
を
支
持
﹄︵
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
︶
＝
米
国
の
ジ

ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
9

月
21
日
、
国
連
総
会
の
演
説
で

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
続
け
る

ロ
シ
ア
を 

糾
弾
し
た
。
ま
た
、

安
保
理
常
任
・
非
常
任
理
事
国

　

公
共
交
通
機
関
で
の
マ
ス
ク

着
用
義
務
も
撤
廃
さ
れ
、
コ
ロ

ナ
禍
以
前
に
ほ
ぼ
戻
っ
た
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
だ
が
、
持
続
的
な

不
況
が
続
い
て
い
る
。
特
に
飲

食
業
・
観
光
業
が
戻
ら
ず
、
失

業
率
も
高
い
ま
ま
だ
。
事
業
税

と
個
人
所
得
税
の
大
幅
減
少
に

よ
り
赤
字
１
０
０
億
ド
ル
の
財

政
危
機
さ
え
予
測
さ
れ
て
い

る
。

　

今
年
は
連
邦
政
府
の
援
助

で
、
Ｎ
Ｙ
市
は
１
０
１
０
億
ド

ル
の
予
算
を
６
月
に
可
決
す
る

こ
と
が
で
き
た
も
の
の
、
市
当

局
で
は
今
年
度
は
事
業
税
収
が

減
り
、
個
人
所
得
お
よ
び
関
連

す
る
税
収
も
７
・
７
％
減
少
す

る
と
予
測
し
て
い
る
。
在
宅
勤

務
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
商
業

オ
フ
ィ
ス
市
場
は
低
迷
、
通
勤

者
減
少
で
公
共
交
通
機
関
も
苦

し
い
財
政
状
態
が
続
い
て
い

る
。

　

全
米
で
見
れ
ば
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
失
業
者
は
回
復
し
て
き
て

お
り
７
月
の
全
米
失
業
率
は

３
・
５
％
だ
っ
た
。
し
か
し
、

Ｎ
Ｙ
市
は
６
・
１
％
と
高
く
、

失
業
者
は
16
万
２
千
人
に
の
ぼ

る
。
Ｎ
Ｙ
は
他
の
都
市
よ
り
も

海
外
か
ら
の
観
光
客
、
ビ
ジ
ネ

ス
旅
行
者
、
通
勤
者
に
依
存
し

て
い
る
こ
と
が
大
き
い
。
Ｎ
Ｙ

市
は
コ
ロ
ナ
禍
の
最
初
の
２
か

月
で
約
１
０
０
万
人
が
職
を
失

っ
た
。
コ
ロ
ナ
が
収
束
す
る
に

つ
れ
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
医
療

関
係
、
金
融
な
ど
は
早
い
ペ
ー

ス
で
雇
用
が
増
加
し
た
が
、
ホ

テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
小
売
な

ど
は
鈍
い
伸
び
と
な
っ
て
い

る
。

　

今
後
Ｎ
Ｙ
市
は
、
契
約
更
新

に
伴
う
30
万
人
の
市
職
員
と
の

交
渉
は
じ
め
、医
療
費
の
増
加
、

移
民
受
け
入
れ
費
用
の
増
大
、

年
金
拠
出
金
の
増
加
な
ど
が
待

ち
受
け
て
い
る
。
エ
リ
ッ
ク
・

ア
ダ
ム
ズ
市
長
は
﹁
従
業
員
を

解
雇
し
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
縮

小
し
た
り
せ
ず
に
、
経
費
を
切

り
つ
め
る
よ
う
す
べ
て
の
市
の

機
関
に
求
め
て
い
る
﹂と
述
べ
、

経
費
を
今
年
は
３
％
、
来
年
は

４
・
75
％
削
減
す
る
よ
う
指
示

し
て
い
る
。

　

す
で
に
手
頃
な
価
格
の
住
宅

の
建
設
を
減
ら
し
て
お
り
、
救

急
車
の
到
着
時
間
も
遅
く
な
っ

て
い
る
。ゴ
ミ
の
収
集
が
減
り
、

自
転
車
レ
ー
ン
が
減
り
、
見
回

り
の
警
察
官
も
減
る
可
能
性
も

高
い
。

　

Ｎ
Ｙ
市
の
収
入
は
来
年
も
落

ち
込
む
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
ま

ま
だ
と
市
は
２
０
２
６
年
に
お

よ
そ
１
０
０
億
ド
ル
の
予
算
不

足
に
陥
る
と
Ｎ
Ｙ
州
会
計
監
査

官
は
予
測
し
て
い
る
。
経
済
の

回
復
が
遅
れ
、
税
収
が
上
向
か

な
け
れ
ば
固
定
資
産
税
の
引
き

上
げ
が
検
討
さ
れ
る
見
込
み

だ
。

経
済
回
復
遅
れ
る
Ｎ
Ｙ

２
０
２
６
年
に
財
政
危
機

　

9
月
21
日
、
米
国
輸
出
支
援

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
主
導
で
、

農
林
水
産
省
及
び
関
係
省
庁
、

在
外
公
館
、
ジ
ェ
ト
ロ
、
Ｊ
Ｆ

Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
、
農
林
水
産
物
・
食

品
輸
出
促
進
団
体
等
の
関
係
機

関
が
連
携
し
た
、
日
本
食
・
食

文
化
、
日
本
産
食
材
、
日
本
観

光
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
﹁
テ
イ
ス

ト
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
イ
ン
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
﹂
が
カ
ー
ネ
ギ

ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
食

関
連
事
業
者
や
政
財
界
要
人
、

メ
デ
ィ
ア
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ

ー
ら
約
１
５
０
人
が
出
席
し

た
。

　

参
加
し
た
岸
田
総
理
大
臣

は
、
乾
杯
の
挨
拶
で
昨
年
か
ら

米
国
向
け
に
出
荷
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
メ
ロ
ン
や
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
法
の
改
正
に
よ
り
簡

易
に
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
提
供

が
可
能
に
な
っ
た
本
格
焼
酎
、

希
少
価
値
の
高
い
日
本
酒
︵
熟

成
さ
れ
た
古
酒
︶
な
ど
を
紹
介

し
、
更
な
る
日
本
食
普
及
に
向

け
て
そ
の
奥
深
さ
に
つ
い
て
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

　

当
日
の
提
供
料
理
は
、
日
本

食
普
及
の
親
善
大
使
で
あ
る
菊

乃
井
の
村
田
吉
弘
氏
が
全
面
監

修
し
た
。
会
場
で
は
、
ト
ッ
プ

シ
ェ
フ
に
よ
る
和
牛
、
ブ
リ
な

ど
伝
統
的
な
日
本
料
理
が
日
本

酒
や
本
格
焼
酎
な
ど
と
一
緒
に

振
舞
わ
れ
た
。
日
本
食
普
及
の

親
善
大
使
で
あ
る
小
川
洋
利
氏

に
よ
る
握
り
寿
司
の
実
演
＝
写

真
上
＝
、
日
本
酒
や
日
本
の
観

光
Ｐ
Ｒ
な
ど
も
行
わ
れ
、
会
場

を
賑
わ
せ
て
い
た
。

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
の
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ウ
ォ
ー

カ
ー
理
事
長
︵
左
︶
と
握
手
す
る
岸
田
首
相
︵
21
日
︶

日
本
食
文
化
を
Ｐ
Ｒ

Ｎ
Ｙ
で
岸
田
首
相
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
農林水産省

　

魚
介
卸
業
界
最
大
手
の
ト
ゥ

ル
ー
ワ
ー
ル
ド
・
フ
ー
ズ
社
は

9
月
18
日
、
寿
司
文
化
・
日
本

の
食
文
化
を
プ
ロ
モ
ー
ト
す
る

寿
司
食
材
イ
ベ
ン
ト
を
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

パ
ビ
リ
オ
ン
で
開
催
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
中
断
を
経

て
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
同

エ
キ
ス
ポ
に
は
、
米
国
内
外
か

ら
約
50
の
食
品
関
連
業
者
が
参

加
し
、
最
高
品
質
の
シ
ー
フ
ー

ド
と
、
世
界
中
で
人
気
を
博
す

る
日
本
食
を
紹
介
し
た
。
午
後

１
時
か
ら
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
﹁
マ
グ
ロ

Ｎ
Ｙ
最
大
級
の
寿
司

食
材
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

人
材
派
遣
会
社
の
ク
イ
ッ
ク

Ｕ
Ｓ
Ａ
は
10
月
18
日
︵
火
︶
午

後
８
時
か
ら
、
初
心
者
の
た
め

の
無
料
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
﹁
Ｈ
Ｔ
Ｍ

Ｌ
／
Ｃ
Ｓ
Ｓ
体
験
・
ク
ラ
ス
説

明
会
﹂
を
開
催
す
る
。

　

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
と
Ｃ
Ｓ
Ｓ
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
︵
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
︶
を
つ
く
る
た
め
の
最
も
基

本
的
な
言
語
。
こ
の
２
つ
の
言

語
を
学
ぶ
こ
と
で
ウ
ェ
ブ
ペ
ー

ジ
づ
く
り
の
基
礎
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
。
当
日
は
、
実
際
に

簡
単
な
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
と
Ｃ
Ｓ
Ｓ
の

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
体
験
と
、
10

月
31
日
か
ら
始
ま
る
本
コ
ー
ス

に
つ
い
て
の
紹
介
・
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
る
。
同
コ
ー
ス
を
修

了
す
る
と
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
︵
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
︶
を
作
成
す
る
手

順
な
ど
が
習
得
で
き
る
。
講
師

は
村
井
功
氏
︵V

illagew
ell 

LLC

︶。
定
員
50
人
、
先
着
順
。

　

参
加
費
無
料
。問
い
合
わ
せ
・

申
し
込
み
は
、
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

と
﹁10/18
　

H
T

M
L

/C
SS 

体
験
ク
ラ
ス
・
ク
ラ
ス
説
明

会
﹂
希
望
と
明
記
し
Ｅ
メ
ー
ル

quick@
919usa.com

ま
で
。

クイックＵＳＡ

「ＨＴＭＬ／ＣＳＳ
体験・クラス説明会」

無料ウェビナー開催

の
解
体
実
演
﹂
が
行
わ
れ
た
。

４
０
０
ポ
ン
ド
を
超
え
る
本
マ

グ
ロ
が
来
場
者
の
目
の
前
で
解

体
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
一

流
レ
ス
ト
ラ
ン
の
エ
グ
ゼ
ク
テ

ィ
ブ
シ
ェ
フ
が
新
鮮
な
ト
ロ
、

中
ト
ロ
、赤
身
な
ど
を
握
っ
た
。

楽しい
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い
ま
や
年
間
15
万
人
を
集
め

る
世
界
最
大
の
日
本
食
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
た
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ

ス
。
そ
の
運
営
会
社
、
Ｊ
フ
ォ

ワ
ー
ド
の
代
表
だ
。
２
０
１
６

年
以
降
こ
れ
ま
で
に
67
回
、
お

好
み
焼
き
や
た
こ
焼
き
、
焼
き

そ
ば
と
い
っ
た
﹁
粉
も
ん
﹂
や

﹁
ラ
ー
メ
ン
﹂
﹁
お
に
ぎ
り
・
ご

飯
﹂
を
テ
ー
マ
に
し
た
日
本
の

食
文
化
や
浴
衣
や
手
ぬ
ぐ
い
、

包
丁
な
ど
の
日
本
の
生
活
に
密

着
し
た
日
本
文
化
紹
介
の
イ
ベ

ン
ト
を
手
が
け
て
い
る
。

　

今
年
は
年
内
12
回
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
る
が
、
過
去
最

大
の
来
場
者
数
と
な
っ
て
い

る
。
お
か
げ
で
出
店
者
の
売
り

上
げ
も
過
去
最
高
を
記
録
し
、

目
標
の
１
５
０
％
を
超
え
る
出

店
者
が
参
加
し
て
い
る
。﹁
今

年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
日
本
か

ら
の
出
店
数
が
6
店
舗
と
少
な

く
な
っ
た
が
、
来
年
日
本
の
コ

ロ
ナ
が
落
ち
着
け
ば
２
０
１
９

年
ま
で
の
よ
う
に
日
本
か
ら
年

間
40
店
舗
ほ
ど
の
店
が
挑
戦
す

る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。
来
場

者
は
さ
ら
に
１
・
５
倍
に
な
り
、

フ
ェ
ス
の
質
も
上
が
り
、
ロ
ー

カ
ル
の
出
店
者
も
売
り
上
げ
が

上
が
り
、
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
も

上
が
る
と
い
う
好
循
環
に
な
る

と
思
い
ま
す
﹂
と
話
す
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
成
功
体

験
を
聞
き
つ
け
て
、
ロ
ン
ド
ン

パ
リ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど

世
界
中
か
ら
開
催
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
。﹁
日
本
か
ら
業
者
が
出
店

す
る
こ
と
が
、
現
実
的
に
は
と

て
も
難
し
く
、
日
本
に
い
て
は

現
地
の
ラ
イ
セ
ン
ス
や
保
険
の

こ
と
で
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら

け
な
ん
で
す
。
う
ち
は
、
ラ
イ

セ
ン
ス
、
キ
ッ
チ
ン
、
物
流
も

す
べ
て
こ
ち
ら
で
用
意
し
て
Ｖ

Ｉ
Ｐ
扱
い
で
来
て
も
ら
う
。
そ

こ
ま
で
や
る
ん
で
す
か
と
言
わ

れ
る
が
、
だ
か
ら
こ
そ
出
店
者

は
黒
字
に
な
っ
て
テ
ス
ト
マ
ー

ケ
ッ
ト
も
で
き
て
帰
り
、
ま
た

リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
し
て

く
れ
る
ん
で
す
﹂
と
説
明
す

る
。
２
０
１
１
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
へ
移
住
し
た
。
世
界
に
通
用

す
る
ジ
ャ
パ
ン
ク
オ
リ
テ
ィ
を

海
外
へ
伝
え
よ
う
と
、
日
米
の

架
け
橋
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
を
拠
点
に
現
在
ま
で
多

角
的
な
事
業
を
手
が
け
て
い

る
。
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
の
ほ

か
に
、
全
米
ベ
ス
ト
ラ
ー
メ

ン
レ
ス
ト
ラ
ン
に
選
ば
れ
た

﹁M
enya Jiro U

SA

﹂、
全
米

を
対
象
と
し
た
日
本
食
の
デ
リ

バ
リ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

﹁U
M

A
M

I SQ
U

A
R

E

﹂

を

展
開
、
２
０
１
４
年
か
ら
は
慈

善
事
業
と
し
て
会
員
４
０
０
０

人
を
超
え
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
最

大
の
日
本
語
が
学
べ
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
﹁J-K

U
R

U
 N

ew
 

Y
ork

﹂
を
運
営
し
て
い
る
。

　

岡
山
県
出
身
。
２
０
０
８
年

に
同
志
社
大
学
経
済
学
部
を
卒

業
し
て
大
手
人
材
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
会
社
に
就
職
し
た
が
３
年

で
退
職
し
て
来
米
し
た
。
本
を

読
み
世
界
の
こ
と
を
知
れ
ば
知

る
ほ
ど
日
本
の
未
来
も
自
分
の

未
来
も
な
い
と
思
う
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
ず
は
世
界
を
知
る
た

め
、
日
本
を
知
る
た
め
に
も
、

自
分
の
目
で
世
界
を
見
て
こ
よ

う
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
来
た
。

と
は
言
っ
て
も
仕
事
や
貯
金
が

あ
っ
た
わ
け
で
な
い
。
新
築
の

家
に
住
ん
で
い
た
日
本
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
時
代
と
は
う
っ
て
変

わ
っ
て
、
窓
の
な
い
地
下
室
の

４
畳
半
で
の
生
活
が
２
年
半
続

い
て
、
不
動
産
の
仕
事
を
し
な

が
ら
食
い
繋
い
だ
と
い
う
。

　

日
本
で
の
安
定
し
た
生
活
に

見
切
り
を
つ
け
て
25
歳
で
日
本

を
飛
び
出
し
て
今
年
で
12
年

目
。﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
き
て

み
た
ら
、
日
本
製
品
の
品
質
、

人
格
、
文
化
、
ど
れ
を
と
っ
て

も
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
が
飛
び
抜
け

て
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ

れ
を
日
本
に
い
る
日
本
人
に
知

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
、
日

本
人
が
挑
戦
で
き
る
場
所
を
作

ろ
う
と
年
間
10
回
以
上
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
﹂。
日

本
を
も
っ
と
希
望
の
持
て
る
国

に
し
た
い
と
い
う
思
い
が
ジ
ャ

パ
ン
フ
ェ
ス
の
根
底
に
流
れ

る
。﹁
日
本
人
が
も
っ
と
団
結

す
れ
ば
、
日
本
は
も
っ
と
世
界

で
頑
張
れ
る
。
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ

ス
は
そ
ん
な
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
な
場
所
に
し
て
い
き
た

い
。
そ
の
た
め
に
も
も
っ
と
た

く
さ
ん
の
日
本
人
の
方
と
会
い

た
い
し
、
一
緒
に
ジ
ャ
パ
ン
フ

ェ
ス
を
創
っ
て
い
き
た
い
﹂。

　

︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
︶

J フォワード代表

ドラゴン山本さん

ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
の
仕
掛
け
人

MEN’S COLUMN
NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.

　

10
月
8
日︵
土
︶と
９
日︵
日
︶

は
、
第
67
回
、
68
回
ジ
ャ
パ
ン

フ
ェ
ス
が
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
開

催
さ
れ
る
。
こ
の
日
の
た
め
に

日
本
か
ら
二
店
舗
の
ラ
ー
メ
ン

店
が
出
店
。
そ
の
ほ
か
、
麺
フ

ー
ド
を
展
開
す
る
店
舗
が
ジ
ャ

パ
ン
フ
ェ
ス
に
集
結
す
る
。
来

場
者
に
麺
を
楽
し
ん
で
も
ら
い

つ
つ
投
票
に
よ
っ
て
Ｎ
Ｙ
麺
王

を
選
ぶ
。

　

東
京
か
ら
出
店
す
る
の

は
﹁
鬼
そ
ば
藤
谷
﹂︵
藤
谷
拓

廊
︶
で
、﹁
ロ
ブ
ス
タ
ー
味
噌

ラ
ー
メ
ン
２
０
２
２
﹂
を
出

す
。
Ｎ
Ｙ
ラ
ー
メ
ン
グ
ラ
ン
プ

リ
２
０
１
９
年
優
勝
店
。
最

強
に
美
味
い
オ
マ
ー
ル
海
老

１
０
０
キ
ロ
の
旨
味
は
感
動
の

味
わ
い
。
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン

３
０
０
万
食
完
売
の
実
力
だ
。　

　

京
都
か
ら
出
店
の
﹁
麺
屋
優

光
﹂︵
沖
野
聖
将
︶
は
、
京

都
の
老
舗
本
田
味
噌
と
生
ク

リ
ー
ム
、
鶏
ガ
ラ
ス
ー
プ
を

融
合
さ
せ
た
﹁
カ
ル
ボ
ナ
ー

ラ
ラ
ー
メ
ン
﹂
で
勝
負
。
ト

ッ
ピ
ン
グ
は
燻
製
チ
ャ
ー
シ

ュ
ー
で
ク
リ
ー
ム
と
相
性
抜

群
。
開
催
場
所
は
８
日︵
土
︶

が
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
︵
４

番
街
の
９
〜
10
丁
目
︶
午
前

10
時
か
ら
午
後
６
時
。
９
日

︵
日
︶
が
ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス

ト
サ
イ
ド
︵
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ

ー
の
74
〜
76
丁
目
︶
午
前
10

時
か
ら
午
後
６
時
。︵
詳
細

は
本
紙
20
面
の
広
告
参
照
︶

　

日
本
の
人
気
番
組
を
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
楽
し
め

る
ｄ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ジ
ャ
パ
ン
で
は
秋
の
新
ド
ラ
マ

が
続
々
ス
タ
ー
ト
す
る
。
現
代
の
ゲ
ー
ム
業
界
を

舞
台
に
大
資
本
と
の
覇
権
を
争
う
姿
を
描
く
オ
リ

ジ
ナ
ル
ス
ト
ー
リ
ー
﹁
ア
ト
ム
の
童
﹂
、
川
口
春

奈
と
目
黒
蓮
︵Snow

 M
an

︶
が
共
演
、
本
気

で
愛
し
た
人
と
音
の
な
い
世
界
で
出
会
い
直
す
、

切
な
く
も
温
か
い
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
﹁silent

﹂

な
ど
新
ド
ラ
マ
が
勢
揃
い
。
木
村
拓
哉
が
学
園
ス

ポ
ー
ツ
ド
ラ
マ
に
初
挑
戦
す
る
﹁
未
来
へ
の
10
カ

ウ
ン
ト
﹂
＝
写
真
＝
、
竹
内
涼
真
主
演
の
本
格
ミ

ス
テ
リ
ー
﹁
テ
セ
ウ
ス
の
船
﹂
な
ど
。 

視
聴
料

金
は
月
額
９
ド
ル
99
セ
ン
ト
。
視
聴
す
る
に
は
、

Ｔ
Ｖ
ア
プ
リdlibrary Japan

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
。
新
規
登
録
時
に
3
か
月
分
ま
と
め
払
い
す
る

と
１
か
月
が
無
料
に
な
る
。

日本の番組を見たい時に

d ライブラリジャパン

Ｎ
Ｙ
麺
王
は
誰
の
手
に
？

８
日
と
９
日
に
ヌ
ー
ド
ル
フ
ェ
ス
開
催

mailto:kj.inter.artist@gmail.com
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 ローカル
  スクランブル　
 WESTCHESTER & CT

EATalia on Hudson 
385 South Riverside Ave. Croton-on-Hudson

電話：914-862-4500
https://eataliaonhudson.com/

月〜土 11:00 〜 22:00、日 12:00 〜 22:00

食べ歩き
　

ハ
ド
ソ
ン
川
の
東
側
を
走

る

Ｕ

Ｓ

9

を

北

上
、

出

口

C
roton Point A

ve

を
降
り

い
。
ポ
ー
ク
チ
ョ
ッ
プ
は
も
う

少
し
ジ
ュ
ー
シ
ー
に
焼
き
上
げ

た
ら
満
点
、
付
け
合
せ
の
マ
ッ

シ
ュ
ポ
テ
ト
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

ラ
ベ
の
ガ
ー
リ
ッ
ク
ソ
テ
ー
は

文
句
な
し
に
美
味
し
い
。
ホ
ワ

イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ
か
ら
車
で
30

分
足
ら
ず
、
す
ぐ
近
所
で
毎
年

恒
例
の
大
か
ぼ
ち
ゃ
祭
り
﹁
グ

レ
ー
ト
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
オ
ー
ラ

ン
タ
ン
・
ブ
レ
ー
ズ
﹂
を
11
月

20
日
ま
で
開
催
中
。
子
供
連
れ

も
行
き
や
す
い
カ
ジ
ュ
ア
ル
な

店
な
の
で
﹁
ブ
レ
ー
ズ
﹂
見
物

の
行
き
帰
り
に
是
非
お
立
ち
寄

り
を
。

クロトン−オン−

ハドソンの

イタリアン大衆食堂

■ラブアップル・ファーム
　ＷＰから約１時間 50 分。５件の中では最も北
に位置する農場で、１９６９年創業。現オーナー
のフランシスとイザベルは農場を拠点に地域の活
性化に取り組んでいる。広々したマーケットでは
自農場産の果物や野菜、パイ類だけではなく、地
域産の肉や乳製品、パンなども販売、豊富な品
揃えで見るだけでも楽しい。ポニーや羊、ヤギが
いる動物園と遊戯場も併設していて子供も楽しめ
る。リンゴはガラ、ジンジャーゴールド、ハニー
クリスプなど。マーケットでリンゴ狩り用のバッ
グを購入する。ファミリーサイズ（1/2 bushel）
35 ドル、小サイズ（1/2 peck ）15 ドル。指定
バッグ以外は使用不可。時間：午前８時半から
午後４時半まで。Love Apple Farm (1421 NY-
9H, Ghent)
www.loveapplefarm.com/
■アップルリッジ・オーチャード

　ＷＰから約１時間。手ご
ろな距離感ながら景色の美
しい農場として知られてい
る。青空と白い雲、延々と
連なるリンゴの木を眺める
だけでも気持ちが良い。10
月中旬まではジョナゴール
ド、レッドデリシャス、ア
イダレッド、中旬以降はゴ
ールデンデリシャス、ムツ、

フジ、ワインサップ、エバークリスプなど。入場
料大人３ドル（２歳以下無料）＋ピッキング用バ
ッグ（1/2 bushel）35 ドルを購入。予約不要。
時間：午前９時から午後６時まで。ミニ動物園や
遊技場、干し草迷路もある。ここの揚げたてアッ
プルサイダードーナツも忘れずに！ Apple Ridge 
Orchard (101 Jessup Rd. Warwick)
https://appleridgeorchards.com/
■フィッシュキル・ファーム
　ＷＰから約 50 分。２７０エーカーの広大な農
場に豊富な種類のリンゴを栽培、週末ごとに異な
る種類のリンゴ狩りを楽しめるのが魅力。例えば
10 月第２週末にはカメオ、コートランド、エン
パイヤ、フジ、ガラ、ジョナゴールド、マッキン

トッシュ、ゴールデンデリシャスなどなど 20 種
近いリンゴがスタンバイ予定。また農場産のリン
ゴを使ったサイダーの人気も高い。絞っただけの
サイダーからアルコール分を含む醸造サイダーま
で各種揃えているので、リンゴ狩りの後に是非お
試しを。料金は１グループ５人までの入場料込み
で 1/2 bushel のバッグ 48 ドル（週末料金。平
日は 42 ドル）。事前にウェブサイトで予約のこ
と。農場が広いのでワゴンを利用（朝９時 15 分
から午後５時 45 分まで運行）。Fishkill Farm (9 
Fishkill Farm Rd. Fishkill)
www.fishkillfarms.com/
■ハーベストムーン・オーチャード
　ＷＰから約 30 分。可能な限り有機の肥料と害
虫駆除剤を使用し、手作業にこだわる家族経営の
農場。リンゴを中心に野菜や果物を栽培し、新鮮
でヘルシーな食材提供と地域の活性化をも目指
す。アップルピッキングは 10 月末まで週末のみ
開催。週末はポニーライドやフェイスペインティ
ング、バウンシーハウス（空気で膨らませた遊戯
場）などがあってお祭り気分。入場料一人 15 ド
ル（３歳以下無料）を支払い、リンゴ用バッグ（大
きさによって 15 ドル、25 ドル、40 ドルの３種）
を購入するシステム。マイバッグの持ち込み不
可。時間：午前９時から午後５時まで。Harvest 
Moon Farm & Orchard (130 Hardscrabble Rd. 
North Salem)
https://harvestmoonfarmandorchard.com/
■ウィルケンズ・ファーム
　ＷＰから約 30 分。今年創業１０６年を迎える
農場。リンゴはジョナゴールド、クリスピン、エ
ンパイヤ、フジ、アイダレッド、レッドデリシャ
スなど。特に入場料は徴収しないが大人２人まで
は 1 peck の、３〜４人のグループは 1/2 bushel
のリンゴを購入するルール。予約不要。時間：午
前 10 時から午後４時半まで。火曜定休。ハロウ
ィーン用のパンプキンパッチや週末にはワイン
テイスティングも開催している。11 月下旬から
はクリスマスツリー用の木を自分で選んでカッ
トする Choose ＆ Cut も始まる。Wilkens Farm 
(1335 White Hill Rd. Yorktown Heights)
http://wilkensfarm.com/

て
す
ぐ
、
こ
れ
と
言
っ
て
何
も

な
い
街
道
沿
い
に
建
つ
、
う
ぐ

い
す
色
と
茶
色
の
建
物
が
﹁
イ

ー
タ
リ
ア
﹂。
伝
統
的
な
南
イ

タ
リ
ア
料
理
に
モ
ダ
ン
・
ア
メ

リ
カ
ン
の
テ
イ
ス
ト
を
加
味
し

た
料
理
を
カ
ジ
ュ
ア
ル
に
楽
し

め
る
店
だ
。
今
日
は
自
家
製
ラ

ザ
ー
ニ
ャ
︵
15
ド
ル
︶
と
本
日

の
ス
ペ
シ
ャ
ル
メ
ニ
ュ
ー
か
ら

ポ
ー
ク
チ
ョ
ッ
プ
︵
サ
ラ
ダ
ま

た
は
ス
ー
プ
が
付
い
て
25
ド

ル
︶を
オ
ー
ダ
ー
。ま
ず
は
熱
々

の
ガ
ー
リ
ッ
ク
ブ
レ
ッ
ド
と
イ

タ
リ
ア
ン
ブ
レ
ッ
ド
で
空
き
っ

腹
を
な
だ
め
つ
つ
料
理
を
待

つ
。
ラ
ザ
ー
ニ
ャ
は
優
し
い
味

付
け
の
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
が
た
っ

ぷ
り
か
か
っ
て
家
庭
的
な
味
わ

10 月のニューヨーク、リンゴを狩らずに何をする？
　ニューヨークの秋と言えばアップルピッキング！郊外の澄ん
だ空気を胸いっぱいに吸い込み、緑で目を癒し、真っ赤に色づ
いたリンゴを狩る。これぞニューヨークの秋の醍醐味。採りた
てのリンゴをその場でかじるも良し、家に持ち帰ってアップル
パイやジャムを作るも良し、たくさん採ってご近所さんや友人、
同僚にふるまうも良し。今号ではホワイトプレーンズ（以下ＷＰ）
を拠点に車で行きやすい農場５軒をご紹介。
＊リンゴ狩りで使われる１bushel とは元々穀物の計量に使用さ
れた桶（直径 18・５インチ×深さ８インチ）の容量で重さ 60
パウンド（約 27 キロ）。1/2 bushel にリンゴ約 50 個が入る。
１ peck は２ガロンで、４pecks ＝１bushel 。

番外情報　アップルパイに適したリンゴ 10 種
1. Granny Smith  2. Esopus Spitzenburg  3. Northern Spy  4. Idared  5. Pink 
Pearl  6. Ginger Gold  7. Golden Delicious  8. Jazz  9. Jonagold  10. Pink Lady

http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
http://www.ojfd.com
http://www.jwsny.org
https://on-timelimo.com/
https://www.artxuest.com/
https://eataliaonhudson.com/
http://www.loveapplefarm.com/
https://appleridgeorchards.com/
http://www.fishkillfarms.com/
https://harvestmoonfarmandorchard.com/
http://wilkensfarm.com/
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■犬のかたちをしているもの（高瀬隼子、集英社文庫）「子
ども、もらってくれませんか？」彼氏の郁也に呼び出され
た薫は、その隣に座る見知らぬ女性からそう言われた。唐
突な提案に戸惑う薫だったが、故郷の家族を喜ばせるため
に子どもをもらおうかと思案する。昔飼っていた犬を愛し
ていたように、薫は無条件に人を愛せるのか。第 43 回す
ばる文学賞受賞作。■なんで僕に聞くんだろう。（幡野広志、
幻冬舎文庫）2011 年に結婚し、16 年に息子が誕生。しか
し 17 年に多発性骨髄腫を発病し、余命 3 年を宣告された
著者。彼のもとには「風俗嬢に恋をした」「息子が不登校」「売
春がやめられない」など誰にも言えない悩みが届く。どん
な悩みも軽やかに深く包む、異色の人生相談。■あくてえ

（山下紘加、河出書房新社）「あくてえ」は甲州弁で「悪態」
のこと。19 歳小説家志望のゆめは、母と不倫して家を出
て行った父の母（祖母）の 3 人家族。先が見えない介護地
獄と 90 歳甲州弁のおばあの止まらない舌戦をパワフルに
描く。祖母、母、娘、女 3 世代の群像劇。■「静かな人」
の戦略書（ジル・チャン、ダイヤモンド社）聞く力、気配り、
謙虚…、「静かで控えめ」は最強の武器である。外向型が
優位な世界で、内向型こその魅力を最大限に発揮する方法
とは。米国に拠点を置いていた台湾人の著者が、内向型の
ビジネスにおける強みを説く。■運動脳（アンデシュ・ハ
ンセン、サンマーク出版）ベストセラー本『スマホ脳』の著者でスウェーデ
ンの精神科医が解説する、脳にとって最も有効な方法。それは身体を動かす
こと、つまり運動だと述べる。「歩く・走る」で学力、集中力、記憶力、意欲、
創造性が全部アップ、有酸素運動で脳細胞が増え海馬が大きくなるという。
本書ではとりわけ効果の高い身体の動かし方を説明する。■パワハラ依存症

（加藤諦三、PHP 新書）パワハラをする人は、子供の頃に抑圧されて悔しかっ
た思いを、大人になって弱い立場の相手にぶつけている。本人も気づいてい
ないうちに積年の恨みを晴らし、心の傷を癒しているのだ。そんな彼らの精
神構造を深く考察し、「この世の中で生き延びようとするなら、まず相手を
見て、質の悪い人から逃げること」が必要だと書いている。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

人
は
無
条
件
に
子
供
を
愛
せ
る
の
か
？ 

余
命
宣
告
さ
れ
た
が
ん
患
者
の
人
生
相
談
。

祖
母
・
母
・
娘
、
女
３
世
代
の
群
像
劇
。
騒
が
し
い
世
界
で
内
向
型
が
力
を
発
揮
す
る
。

脳
に
と
っ
て
最
も
有
効
な
の
は
﹁
運
動
す
る
こ
と
﹂。
パ
ワ
ハ
ラ
を
す
る
人
の
心
理
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

野
ば
ら
の
村
に
美
し
い
秋
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
ね
ず
み
た

ち
は
冬
じ
た
く
の
果
実
集
め
に

大
忙
し
。
樫
の
木
に
住
む
森
ね

ず
み
男
爵
は
、
娘
の
プ
リ
ム
ロ

ー
ズ
を
連
れ
て
ブ
ラ
ッ
ク
ベ
リ

ー
の
や
ぶ
に
向
か
い
ま
し
た
。

し
か
し
ベ
リ
ー
を
い
っ
ぱ
い
摘

ん
だ
あ
と
、
家
に
帰
し
た
は
ず

の
娘
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
に

気
が
つ
き
ま
す
。
ほ
か
の
ね
ず

み
た
ち
も
心
配
し
、
み
ん
な
で

探
し
に
行
く
こ
と
に
。
さ
て
、

村
の
み
ん
な
は
迷
子
に
な
っ
た

プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
を
見
つ
け
出
す

こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う

か
。
野
ば
ら
の
村
で
お
き
た
、

秋
の
小
さ
な
冒
険
物
語
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
美
し
い
田
園
風

景
の
な
か
で
、
心
豊
か
に
暮
ら

す
ね
ず
み
た
ち
を
描
い
た
世
界

的
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
﹁
野
ば
ら
の

村
の
物
語
﹂
四
季
シ
リ
ー
ズ
の

秋
の
話
し
。
ね
ず
み
の
目
線
で

描
か
れ
る
森
の
風
景
や
、
お
し

ゃ
れ
で
か
わ
い
い
服
装
に
癒
さ

れ
る
。
１
９
８
０
年
に
出
版
、

13
か
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た
絵

本
。
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
児
童
図

書
展
エ
ル
バ
賞
受
賞
作
品
。
日

本
語
で
読
む
な
ら
﹃
野
ば
ら
の

村
の
秋
の
実
り
﹄
。　
　

（
高
田
）

野
ば
ら
の
村
の
小
さ
な
冒
険
物
語

 『Autumn Story』
Written by Jill Barklem
Published by Collins

　

米
図
書
館
協
会
︵
Ａ
Ｌ
Ａ
は

９
月
23
日
、
歴
史
や
人
種
、
性

別
な
ど
の
理
由
で
貸
出
禁
止
に

な
る
作
品
数
が
今
年
、
さ
ら
に

著
し
く
増
加
し
て
い
る
と
い

う
最
新
の
報
告
書
を
公
表
し

た
。
 

　

同
協
会
に
よ
る
と
、
図
書
館

で
貸
出
禁
止
お
よ
び
制
限
さ

れ
た
書
籍
は
今
年
１
月
１
日

〜
８
月
31
日
の
８
か
月
間
で

６
８
１
部
に
達
し
て
い
る
。
昨

年
は
、
図
書
館
の
所
蔵
物
と
し

て
の
適
当
性
に
、
過
去
20
年
超

で
最
高
の
７
２
９
作
品
が
検
閲

対
象
に
な
っ
た
。
タ
イ
ト
ル
が

検
閲
対
象
に
な
っ
て
い
る
作

品
は
、
今
年
は
現
時
点
で
す

で
に
１
６
５
１
部
、
昨
年
は

１
５
６
９
部
だ
っ
た
。
今
年
検

閲
対
象
に
な
っ
て
い
る
作
品
の

70
％
以
上
は
、
複
数
の
タ
イ
ト

ル
名
で
承
認
を
求
め
て
い
る

が
、
過
去
の
例
で
は
多
く
が
禁

書
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
 

　

９
月
18
日
か
ら
読
書
の
自
由

を
訴
え
る
﹁
禁
書
週
間
﹂
が
始

ま
り
、
今
年
は
﹁
本
は
私
た
ち

を
団
結
さ
せ
、
検
閲
は
私
た
ち

を
分
裂
さ
せ
る
﹂
と
い
う
テ
ー

マ
を
掲
げ
、
全
国
の
図
書
館

は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し

て
、
検
閲
増
加
に
対
す
る
問
題

を
提
起
し
て
い
る
。
検
閲
対
象

の
多
く
は
、
２
０
１
８
年
に
ド

ラ
マ
映
画
化
さ
れ
た
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
小
説
﹃
ザ
・
ヘ
イ
ト
・
ユ

ー
・
ギ
ブ
：
あ
な
た
が
く
れ

た
憎
し
み
﹄︵
17
年
、
ア
ン
ジ

ー
・
ト
ー
マ
ス
著
︶
を
は
じ

めLG
B

T
Q

+

や
人
種
差
別
問

題
に
関
す
る
作
品
が
占
め
て
い

る
。
Ａ
Ｌ
Ａ
の
レ
ッ
サ
・
カ
ナ

ニ
オ
プ
ア
・
ペ
ラ
ヨ
‐
ロ
ザ
ダ

会
長
は
﹁
社
会
的
に
排
除
、
ま

た
は
歴
史
的
に
過
小
評
価
さ
れ

た
声
を
抑
圧
し
よ
う
と
す
る
全

国
的
な
措
置
は
、
す
べ
て
の
国

民
、
特
に
若
者
が
自
身
を
越
え

て
あ
ら
ゆ
る
世
界
を
見
る
チ
ャ

ン
ス
を
奪
っ
て
い
る
﹂と
し﹁
難

し
い
現
実
か
ら
若
者
を
守
り
た

い
と
思
う
に
は
自
然
だ
が
、
本

を
禁
じ
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら

難
し
い
問
題
に
対
処
し
て
い
く

若
者
た
ち
を
守
る
手
段
に
は
な

ら
ず
、
逆
に
問
題
解
決
の
た
め

の
思
考
能
力
を
奪
っ
て
い
る
﹂

と
伝
え
て
い
る
。
 

記録的な禁書数 
人種や性別問題の検閲

米
図
書
館
協
会
が
最
新
報
告
書
を
公
表

 BOOKS

https://usa.kinokuniya.com/
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
https://www.bozubrooklyn.com/
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、社会で美しく生きる女性たちを応援します。

　

ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
は
た
ぶ
ん

芳
香
の
あ
る
植
物
で
、
い
ち
ば

ん
需
要
が
多
く
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
香
り
の
ひ
と
つ
で
し

ょ
う
。
は
っ
き
り
と
し
た
わ
か

り
易
い
香
り
は
、
食
品
か
ら
医

薬
品
、
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
か
ら

家
庭
用
品
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
利
用
さ
れ
日
常
生
活
の

中
に
浸
透
し
て
い
ま
す
。
ま
た

古
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

薬
草
と
し
て
の
治
療
効
果
は
、

消
化
促
進
、
駆
風
、
健
胃
、
健

脳
、
神
経
強
壮
、
鎮
痛
、
消

炎
症
、
抗
炎
症
、
鎮
痙
、
去

痰
、
利
尿
、
虫
さ
さ
れ
、
抗

菌
、
防
虫
な
ど
多
岐
に
渡
り

ま
す
。

　

ハ
ー
ブ
と
し
て
使
用
す

る
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
と
比
べ

る
と
、
ハ
ー
ブ
を
蒸
留
し
て

得
ら
れ
た
精
油
は
、
あ
る
種

の
成
分
だ
け
が
す
で
に
非

常
に
凝
縮
さ
れ
、
強
い
作
用

を
も
っ
た
液
体
で
す
。
特
に

神
経
系
や
脳
へ
の
強
く
素

速
い
刺
激
、
鼻
腔
を
の
ぼ
る
時

の
冷
感
と
強
烈
な
香
り
、
皮
膚

や
粘
膜
へ
の
冷
却
感
な
ど
、
精

油
独
特
の
刺
激
に
対
し
て
適

切
な
使
用
量
、
使
用
頻
度
、
使

用
目
的
な
ど
注
意
が
必
要
で

す
。

　

他
の
精
油
や
基
材
と
調
合

す
る
こ
と
で
、
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト

の
強
す
ぎ
る
香
り
や
作
用
を

緩
和
し
良
さ
を
引
き
出
す
使

い
方
、
ま
た
筋
肉
痛
や
打
撲
な

ど
の
消
炎
や
鎮
痛
剤
と
し
て

局
所
的
な
使
用
な
ど
が
、
ペ
パ

ー
ミ
ン
ト
精
油
の
有
効
な
利

用
法
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
注

意
：
小
さ
な
お
子
さ
ん
や
心

臓
疾
患
、
動
悸
、
て
ん
か
ん
な

ど
の
症
状
が
あ
る
方
は
使
用

を
避
け
る
か
、
注
意
が
必
要
で

す
。

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認
定

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ
に

て
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ
ス
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン
ケ
ア

製
品
や
精
油
の
調
合
を
実
施

す
る
。

m
ariko@

m
aliliko.com

www.m
aliliko.com

 

香
り
の

パ
ワ
ー

69

ペ
パ
ー
ミ
ン
ト

精
油
の
使
用

絵：古舘みどり

　

空
港
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ

ッ
ク
の
手
荷
物
検
査
で
、
X
線

装
置
の
画
面
を
係
員
の
男
性
が

じ
っ
く
り
観
察
し
て
い
る
。
見

て
い
る
の
は
、
私
の
機
内
持
ち

込
み
の
小
型
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス

だ
。
シ
カ
ゴ
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
行
き
の
フ
ラ
イ
ト
に
乗
る
と

こ
ろ
だ
っ
た
。 

　

ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
は
脇
に
よ
け

ら
れ
、
受
け
取
り
を
待
っ
て
い

た
私
は
、
別
の
係
員
に
脇
の
カ

ウ
ン
タ
ー
に
呼
ば
れ
た
。
あ
や

し
ま
れ
る
物
な
ど
何
も
な
い
は

ず
だ
。
い
っ
た
い
ど
う
し
た
と

い
う
の
か
。 

　

係
員
の
男
性
が
手
袋
を
し
た

手
で
、
目
の
前
に
あ
る
私
の
ス

ー
ツ
ケ
ー
ス
の
中
身
を
す
べ
て

取
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
手

伝
お
う
と
し
た
と
た
ん
、
係
員

が
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
言
っ

た
。 

　

You’re not supposed to touch it. 

　

あ
な
た
は
触
れ
て
は
い
け
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

私
は
あ
わ
て
て
手
を
引
っ
込

め
た
。
だ
ん
だ
ん
、
犯
罪
者
の

よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
き

た
。 

　

係
員
は
重
々
し
く
ス
ー
ツ
ケ

ー
ス
を
開
け
る
。
化
粧
用
ポ
ー

チ
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
、
閉
じ

ら
れ
て
い
る
も
の
は
こ
と
ご
と

く
開
け
、
服
、
下
着
、
ア
ク
セ

サ
リ
ー
と
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
確

認
し
て
い
る
。 

　

パ
ソ
コ
ン
の
ア
ダ
プ
タ
ー
の

脇
に
あ
る
紙
の
箱
を
、
両
手
で

お
も
む
ろ
に
持
ち
上
げ
た
。
そ

し
て
、 

慎
重
に
開
け
て
、
中
身

を
出
し
た
。
四
角
い
黒
い
物
体

が
現
れ
た
。
物
体
は
ビ
ニ
ー
ル

袋
に
入
っ
て
い
る
。ど
う
や
ら
、

そ
れ
が
あ
や
し
い
と
に
ら
ん
だ

よ
う
だ
。 

　

緊
張
感
の
あ
る
声
で
、
私
に

尋
ね
る
。
こ
れ
は
い
っ
た
い
、

何
で
す
か
。 

　

そ
れ
は
、
山
本
山
の
海
苔
で

あ
る
。
と
言
っ
て
も
わ
か
ら
な

い
か
ら
、
シ
ー
ウ
ィ
ー
ド
と
答

え
る
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
日
本
人
へ

の
お
土
産
だ
っ
た
。

　

係
員
は
ま
だ
疑
っ
て
い
る
様

子
で
、
ど
う
や
ら
ビ
ニ
ー
ル
袋

を
開
け
て
海
苔
の
シ
ー
ト
を
出

し
た
い
よ
う
だ
。
そ
ん
な
こ
と

を
さ
れ
た
ら
、
海
苔
が
台
な
し

だ
。
い
く
ら
手
袋
を
は
め
て
い

る
と
は
い
え
、 

触
ら
れ
な
ど
し

た
ら
、
食
べ
ら
れ
な
い
。
し
か

も
、
湿
気
て
し
ま
う
で
は
な
い

か
。
黒
の
画
用
紙
と
は
違
う
の

だ
。
新
海
苔
の
一
番
摘
み
焼
海

苔
は
、
一
枚
五
百
円
以
上
も
す

る
の
だ
。
私
の
は
一
枚
八
十
円

か
も
し
れ
な
い
が
、
封
を
開
け

て
ま
た
閉
め
れ
ば
よ
い
、
と
い

う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。 

　

こ
こ
で
抵
抗
す
れ
ば
、
疑
い

が
深
ま
る
ば
か
り
だ
ろ
う
。
ほ

ら
、
ス
、
ス
シ
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
ロ
ー
ル
と
か
、
知
っ
て
ま

す
よ
ね
? 

ロ
ー
ル
に
巻
く
黒

い
紙
み
た
い
な
の
が
あ
る
で
し

ょ
。
あ
れ
で
す
よ
、
あ
れ
。
磯

の
香
り
が
す
る
で
し
ょ
。シ
ー
、

ウ
ィ
ー
ド
。海
の
藻
で
す
か
ら
。 

　

ど
う
や
ら
私
を
信
用
し
た
ら

し
い
。
係
員
は
海
苔
の
シ
ー
ト

の
封
を
切
ら
ず
に
、
箱
に
戻
し

た
。 

　

こ
れ
が
、
ど
う
し
た
ん
で
す

か
。 

　

こ
れ
が
パ
ソ
コ
ン
の
ア
ダ
プ

タ
ー
の
す
ぐ
脇
に
あ
っ
た
の

海
苔
と
爆
弾

エッセイ連載 ㉛

岡
田 

光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

で
、
爆
弾
装
置
か
と
思
っ
た
わ

け
で
す
。 

　

爆
弾
装
置
か
ら
コ
ー
ド
が
出

て
い
る
よ
う
に
見
え
た
っ
て
こ

と
で
す
か
。 

　

係
員
は
う
な
ず
い
た
。
そ
こ

で
私
が
何
と
答
え
た
か
、
幸
い

覚
え
て
い
な
い
。 

　

後
日
、
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ

た
と
、
友
人
夫
婦
の
ベ
ッ
ツ
ィ

と
ロ
ブ
に
話
し
た
。 

　

私
が
爆
弾
で
も
持
っ
て
る
と

思
っ
た
わ
け
？

　

そ
う
私
が
言
っ
た
と
た
ん
、

ミ
ッ
ツ
ィ
、
と
ふ
た
り
が
私
の

名
を
同
時
に
呼
び
、
神
妙
な
顔

で
見
る
。 

　

そ
し
て
、
彼
ら
の
ス
イ
ス
人

の
友
人
の
話
を
し
た
。 

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
住
ん
で
い

た
そ
の
女
性
が
ス
イ
ス
に
戻
る

と
き
、
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ

ィ
国
際
空
港
で
私
と
同
じ
よ
う

に
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
開
け
ら
れ

た
。 

　

私
が
爆
弾
で
も
持
っ
て
る
と

思
っ
て
る
わ
け
？

　

友
人
が
何
の
気
な
し
に
そ
う

言
っ
た
ら
、
一
日
、
身
柄
を
拘

束
さ
れ
た
の
よ
。 

　

二
〇
〇
一
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
同
時
多
発
テ
ロ
直
後
だ
っ
た

と
い
う
か
ら
、
警
備
が
か
な
り

厳
し
か
っ
た
頃
だ
と
は
思
う
。

が
、
い
か
に
も
、
私
が
言
い
そ

う
な
せ
り
ふ
だ
。 

　

そ
れ
以
来
、
空
港
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
で
は
、
借
り

て
き
た
ネ
コ
ほ
ど
お
と
な
し
く

は
し
て
い
な
い
も
の
の
、
反
抗

的
な
ジ
ョ
ー
ク
だ
け
は
言
わ
な

い
よ
う
に
、肝
に
銘
じ
て
い
る
。 

　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
文
春
文

庫
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
﹂

シ
リ
ー
ズ
第
９
弾
﹃
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
魔
法
は
終
わ
ら
な
い
﹄

に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

https://books.bu
n

shu
n

.
jp/list/search-g?q=

岡

田

光
世

　

日
本
原
産
の
素
材
に
こ
だ
わ

っ
た
ジ
ュ
エ
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
の

企
画
展
が
10
月
７
日
︵
金
︶
か

ら
15
日
︵
土
︶
ま
で
、
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
の
は
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

︵
グ
ラ
ン
ド
通
り
31
番
地
︶
で

開
催
さ
れ
る
。
古
来
日
本
か
ら

伝
わ
り
珍
重
さ
れ
て
き
た
宝
飾

素
材
、
あ
こ
や
真
珠
、
赤
珊
瑚
、

桃
珊
瑚
、
翡
翠
な
ど
、
ア
ク
セ

サ
リ
ー
ブ
ラ
ン
ドM

atsuyoi

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
原
田
論
起
子
が

日
本
中
を
巡
っ
て
見
つ
け
た
素

材
で
製
作
し
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー

の
新
デ
ザ
イ
ン
展
示
・
販
売
会
。

18
Ｋ
金
具
付
き
あ
こ
や
真
珠
の

キ
ャ
ッ
チ
を
組
み
合
わ
せ
た

﹁
ダ
ブ
ル
フ
ェ
イ
ス
﹂
や
、
宇

和
島
産
バ
ロ
ッ
ク
パ
ー
ル
を
使

っ
た
イ
ヤ
ー
カ
フ
、
糸
魚
川
翡

翠
の
ピ
ア
ス
な
ど
が
展
示
さ
れ

る
。
10
日
正
午
か
ら
は
来
場
者

が
選
ん
だ
パ
ー
ツ
を
そ
の
場
で

原
田
さ
ん
が
製
作
す
る
、
ジ
ュ

エ
リ
ー
オ
ー
ダ
ー
会
も
開
催
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
は
８
日
︵
土
︶
午
後
４
時
か

ら
６
時
ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ

イ

トhttps://haconyc.
com

/

を
参
照
す
る
。

日本原産の素材に
こだわり

ブルックリンの
はこギャラリー

https://japanvillage.com/
https://www.funcphysio.com/
http://www.idocenter.com
https://www.skindeepnyc.com/
mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com
https://haconyc.com
https://books.bunshun.jp/list/search?authors.qname=%E5%B2%A1%E7%94%B0%E5%85%89%E4%B8%96
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

 

大
高
翔
の
俳
句
の
コ
コ
ロ  

10月

神
かんなづき

無月

　

幼
い
頃
、
祖
母
が
額
に
ぴ
っ

た
り
と
手
の
て
ら
を
あ
て
、
体

調
を
み
て
く
れ
た
。
数
秒
ほ
ど

で
下
さ
れ
る
、
祖
母
の
﹁
診
断
﹂

を
神
妙
に
待
っ
た
も
の
だ
。
体

温
計
に
頼
る
の
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
久
し
い
が
、
こ
ど
も
の

日
々
の
変
化
を
、
細
や
か
に
感

じ
取
ろ
う
と
し
て
い
た
祖
母
の

時
代
が
懐
か
し
い
。
こ
ど
も
の

額
に
手
を
あ
て
、
そ
の
ぬ
く
も

り
を
感
じ
取
り
た
く
な
っ
た
。

季
語
＝
秋
深
し(

秋)

深
秋
、

秋
さ
ぶ
、
秋
闌
け
る
、
秋
更
く

る
、
秋
深
む
。
秋
た
け
な
わ
の

こ
と
。
秋
の
終
わ
り
が
近
い
こ

と
も
感
じ
ら
れ
て
く
る
。

＊

＊

＊

　

に
ぎ
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
が
続

い
て
心
を
高
め
て
く
れ
る
秋
、

と
同
時
に
、
ひ
と
り
で
過
ご
す

秋
の
時
間
は
、
内
省
的
な
静
け

さ
を
も
た
ら
す
。
秋
と
い
う
季

節
の
二
面
性
を
、
行
っ
た
り
来

た
り
す
る
の
が
好
き
だ
。
五
感

す
べ
て
で
、
季
節
が
深
ま
っ
て

い
く
こ
と
を
感
じ
取
っ
て
い

る
時
、
今
を
生
き
て
い
る
と
い

う
実
感
が
あ
る
。

季
語
＝
水
澄
む(

秋)

秋
に
な

る
と
水
が
澄
ん
で
く
る
。
川
底

の
石
な
ど
が
、
は
っ
き
り
見
え

て
く
る
よ
う
に
な
る
。

 

▼
お
お
た
か
・
し
ょ
う
＝
俳

人
／
俳
人
協
会
幹
事
／
京
都

芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
／
北

米
伊
藤
園
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ

リ
審
査
員
／
藍
花
副
主
宰
／

 

＊
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
︵
特
別

協
賛
：
北
米
伊
藤
園
︶
は
応
募

作
品
を
募
集
中
。
今
年
の
最
終

応
募
は
10
月
末
ま
で
。

　

問

い

合

わ

せ

は

電

話

２
１
２
・
２
１
３
・
６
０
６
９
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルhaiku

gran
dprix

@
gm

ail.com
 

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トw
w

w
.artofhaiku.org 

参
照
。

 最終応募 10 月末まで

 

新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ

て
の
ひ
ら
で
は
か
る
体
温
秋
深
む

わ
が
基
点
そ
つ
と
正
し
て
水
澄
め
り

54

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
︶
の
児

童
生
徒
と
そ
の
保
護
者
、
教
員

︵
約
２
４
０
人
︶
が
９
月
17
日
、

G
R

E
E

N
W

IC
H

　

G
R

E
E

N
 

&
 C

LE
A

N
主
催
の
グ
リ
ニ

ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
パ
ー
ク
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
。

　

９
月
第
３
週
の
土
曜
日
は

﹁In
tern

ation
al C

oastal 
C

leanup D
ay

﹂
と
定
め
ら

れ
、
世
界
中
で
海
岸
や
海
の
清

掃
活
動
に
関
す
る
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
る
。
岡
田
校
長
は

﹁
こ
の
清
掃
活
動
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
日
本
人
学
校
が
グ
リ
ニ
ッ

チ
に
移
転
を
し
て
か
ら
取
り
組

み
続
け
て
き
た
活
動
で
、
そ
の

歴
史
を
感
じ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
清
掃
活
動
を
通
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
大
切
さ
や
人
々
が

協
力
し
て
共
に
生
活
を
営
ん
で

い
く
こ
と
の
尊
さ
に
つ
い
て
感

じ
取
っ
て
ほ
し
い
﹂と
述
べ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
︵
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル

ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
岡
本
徹
学

園
長
︶
の
小
学
部
３
年
生
が
12

日
、
同
州
エ
ッ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
ー

に
あ
る
ミ
ツ
ワ
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ

レ
イ
ス
へ
社
会
科
の
校
外
学
習

へ
出
か
け
た
。
従
業
員
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
﹁
ど
の
く
ら

い
お
客
さ
ん
が
来
る
か
﹂
と
い

う
質
問
に
従
業
員
は
﹁
日
本
人

の
お
客
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
週

末
は
現
地
の
方
々
も
た
く
さ
ん

買
い
物
に
来
て
く
れ
る
。
お
客

さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
う
た
め
に

値
段
の
付
け
方
を
工
夫
し
た

り
、
人
気
の
商
品
を
目
立
た
せ

て
売
り
場
に
並
べ
た
り
し
て
い

る
﹂
と
説
明
し
、
児
童
は
興
味

津
々
に
聞
い
て
い
た
。

　

ス
ー
パ
ー
の
売
り
場
と
バ
ッ

ク
ヤ
ー
ド
の
見
学
も
行
い
、
商

品
陳
列
の
仕
方
に
隠
さ
れ
た
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
を
知
っ
た
り
、

肉
や
魚
を
加
工
す
る
仕
事
な

ど
、
普
段
買
い
物
客
と
し
て
は

見
ら
れ
な
い
ス
ー
パ
ー
を
支
え

る
人
々
の
仕
事
を
見
て
、
多
く

の
こ
と
を
学
ん
だ
。

地
域
の
環
境
保
全
に
一
役　

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
児
童

ミ
ツ
ワ
を
見
学
　

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
児
童

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校(

高
畑
誠
校
長)

は
９
月

17
日
、
夏
休
み
作
品
展
を
行
っ

た
。
毎
年
恒
例
の
こ
の
催
し
は

父
母
の
会
が
中
心
に
な
っ
て
開

催
さ
れ
て
い
る
。
今
年
も
、
ク

ラ
フ
ト
、
絵
画
、
研
究
・
考
察

と
い
っ
た
総
数
１
６
８
点
に
の

ぼ
る
力
作
が
そ
ろ
っ
た
。
ど
の

作
品
も
有
意
義
な
夏
休
み
を
う

か
が
わ
せ
る
、
時
間
を
掛
け
て

い
る
作
品
で
あ
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
、
学
年
の
特

徴
が
出
た
も
の
が
多
く
出
品
さ

れ
た
。
見
て
い
る
児
童
・
保
護

者
達
は
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
前

で
足
を
止
め
て
真
剣
に
見
入
っ

て
い
た
。 NJ 補習授業校で

夏休み作品展開く

　
店
内
の
売
り
場
で
商
品

陳
列
方
法
な
ど
も
見
学
す

る
育
英
学
園
の
児
童

https://www.samuraimama.com/
https://www.englishlanguagesuccess.org/
http://www.seido.com
https://satoricollegeplanning.com/
https://starchildny.com/
https://alto-edu.com/
mailto:grandprix@gmail.com
mailto:grandprix@gmail.com
mailto:grandprix@gmail.com
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校(

高
畑
誠
校
長)

は
、
9

月
17
日
に
初
等
部
１
・
２
年
生

を
対
象
と
し
た
参
観
授
業
、
懇

談
会
を
実
施
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
る
た
め
各
家
庭
一
人
の
保

護
者
が
出
席
と
い
う
制
限
の
中

で
も
多
く
の
保
護
者
が
駆
け
つ

け
、
子
ど
も
達
の
様
子
を
参
観

し
た
。

　

子
ど
も
達
は
背
後
か
ら
見
守

る
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
視
線

に
緊
張
感
を
漂
わ
せ
つ
つ
も
、

担
任
の
進
め
る
授
業
で
い
つ
も

通
り
手
を
あ
げ
、
発
表
し
て
い

た
。
短
い
時
間
と
は
い
え
久
し

ぶ
り
に
参
観
を
終
え
た
保
護
者

達
は
、
い
つ
も
と
変
わ
ら
ぬ
元

気
な
子
ど
も
達
の
様
子
に
安
堵

の
表
情
と
共
に
優
し
い
笑
顔
を

浮
か
べ
て
い
た
。　

　

授
業
参
観
は
9
月
24
日
に
初

等
部
３
・
４
年
生
、
10
月
22
日

に
中
高
等
部
、
初
等
部
５
・
６

年
生
、
12
月
17
日
に
幼
児
部
と

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
︶
は
９
月

19
日
、
４
年
生
が
社
会
科
移
動

教
室
で
独
立
戦
争
時
の
生
活
の

様
子
を
学
習
す
る
た
め
に
グ
リ

ニ
ッ
チ
に
あ
る
ブ
ッ
シ
ュ
・
ホ

ー
リ
イ
ハ
ウ
ス
へ
見
学
学
習
に

訪
れ
た
。

　

事
前
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
移

民
が
グ
リ
ニ
ッ
チ
に
移
り
住
ん

だ
経
緯
、
独
立
戦
争
に
つ
い
て

や
、
グ
リ
ニ
ッ
チ
の
町
の
様
子

の
移
り
変
わ
り
を
学
習
し
た
。

ブ
ッ
シ
ュ
・
ホ
ー
リ
イ
ハ
ウ
ス

で
は
約
３
０
０
年
前
の
人
々
の

く
ら
し
の
様
子
を
見
学
。
英
語

で
の
説
明
で
あ
っ
た
が
家
の
つ

く
り
や
生
活
用
品
に
興
味
を
も

ち
、真
剣
な
表
情
で
話
を
聞
き
、

疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
積
極
的

に
英
語
で
質
問
し
て
い
た
。

授
業
参
観
日　

Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校
で

グ
リ
ニ
ッ
チ
の
歴
史
学
ぶ

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
の
４
年
生

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
に
あ
る
日
本
語
補
習
校 

A
lto

︵
中
村
健
人
校
長
︶
で

は
９
月
か
ら
２
学
期
が
開
始
さ

れ
、
校
舎
に
子
ど
も
た
ち
の
活

気
が
戻
っ
て
き
た
。
土
曜
日
の

A
lto W

eekend School

の

ア
フ
タ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、
演

劇
や
理
科
実
験
な
ど
に
加
え

て
、
新
た
に
ア
ー
ト
や
ボ
ー
ド

ゲ
ー
ム
の
ク
ラ
ス
が
始
ま
り

大
き
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い

る
。
竹
山
輝
教
諭
が
担
当
す
る

Y
ouT

ube

ク
ラ
ブ
で
は
、
動

画
編
集
や
デ
ザ
イ
ン
、
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
の
方
法
や
ネ
ッ
ト
リ
テ

ラ
シ
ー
等
を
学
ん
で
い
る
。
同

ク
ラ
ブ
は
日
本
語
に
よ
る
動
画

制
作
の
活
動
を
通
し
て
、
楽
し

み
な
が
ら
日
本
語
で
自
分
の
考

え
や
作
品
を
発
信
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
目
的
と
し
て
い
る
。

ゲ
ー
ム
実
況
や
好
き
な
文
具
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
紹
介
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
興
味
に
合
わ
せ

て
動
画
の
内
容
を
決
め
、
撮
り

方
や
見
せ
方
を
考
え
編
集
し
て

い
く
こ
と
が
主
な
活
動
内
容

だ
。
基
本
操
作
に
慣
れ
た
子
ど

も
た
ち
の
間
で
は
﹁
ど
の
色
の

組
み
合
わ
せ
が
は
っ
き
り
す
る

か
な
﹂﹁
こ
の
音
を
入
れ
る
と

も
っ
と
面
白
く
聞
こ
え
る
﹂と
、

見
や
す
い
動
画
を
作
る
た
め
に

話
し
合
う
様
子
も
見
ら
れ
た
。

YouTubeクラブ
日本語補習校Alto

動画作りを学ぶ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
に
あ
る
日
本
語
補
習
校 

A
lto

︵
中
村
健
人
校
長
︶
は

10
月
９
日
︵
日
︶
か
ら
10
日

︵
月
︶
ま
で
、
秋
の
宿
泊
キ
ャ

ン
プ
を
開
催
す
る
。
コ
ロ
ン
バ

ス
デ
ー
の
連
休
を
、
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
の
自
然
の
中
で
思
い

っ
き
り
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
。
子

ど
も
た
ち
は
秋
の
景
色
の
中
を

ハ
イ
キ
ン
グ
し
た
り
、
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
な
ど
の
活
動
を
し
た
り

し
て
楽
し
む
。
ま
た
、
火
お
こ

し
か
ら
挑
戦
し
、飯
盒
炊
さ
ん
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
、
野
外
キ

ャ
ン
プ
も
行
う
。
子
ど
も
た
ち

が
全
力
で
楽
し
め
るA

lto 

キ

ャ
ン
プ
の
魅
力
が
凝
縮
さ
れ
た

２
日
間
と
な
る
。
対
象
は
在
籍

生
・
一
般
生
問
わ
ず
、
年
長
か

ら
小
学
６
年
生
ま
で
。
定
員

は
男
女
各
10
人
。
申
し
込
み
・

詳
細
はA

lto

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://alto-edu.com

宿
泊
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
募
集

　

海
外
子
女
と
帰
国
子
女
の
教

育
に
関
連
す
る
あ
ら
ゆ
る
支
援

活
動
を
行
っ
て
い
る
公
益
財
団

法
人
の
海
外
子
女
教
育
振
興
財

団
︵
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
︶
が
主
催
す
る

国
際
基
督
教
大
学(

Ｉ
Ｃ
Ｕ)

高
等
学
校
と
同
志
社
国
際
中

学
・
高
等
学
校
の
2
校
に
よ
る

対
面
型
の
教
育
相
談
お
よ
び
学

校
説
明
会
が
、
23
日
︵
金
︶
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
の

図
書
室
で
、
ま
た
、
24
日
︵
土
︶

に
は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習

授
業
校
の
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で
開

催
さ
れ
、
受
験
を
控
え
た
児
童

と
そ
の
保
護
者
が
多
数
参
加
し

盛
況
な
相
談
会
と
な
っ
た
。

　

米
国
に
在
住
の
児
童
が
帰
国

し
た
後
の
進
路
を
決
め
る
う
え

で
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で

あ
る
学
校
説
明
会
は
、
近
年
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
オ
ン
ラ
イ

ン
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
が
、

数
年
ぶ
り
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
地
区
で
の

対
面
式
で
の
相
談
会
と
あ
っ
て

多
く
の
家
族
が
訪
れ
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
学
校
の
担
当
者
と
米
国

に
い
な
が
ら
直
接
話
が
で
き
る

ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
と
あ
っ

て
、
進
学
を
希
望
す
る
生
徒
や

そ
の
家
族
は
熱
心
に
学
校
担
当

者
の
話
を
聞
き
詳
し
い
説
明
を

受
け
て
い
た
。
ま
た
、
以
前
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
や

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
の

校
長
を
務
め
て
い
た
こ
と
も
あ

る
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
三
井
智
之
氏
が
、
進
学
や

帰
国
受
験
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
質
問
に
答
え
教
育
相
談
を
行

っ
た
。

　

訪
れ
た
参
加
者
か
ら
は
﹁
オ

ン
ラ
イ
ン
で
は
な
く
、
こ
う
や

っ
て
進
学
を
希
望
す
る
学
校
の

先
生
と
子
供
が
直
接
会
っ
て
生

で
話
を
聞
け
る
の
は
と
て
も
嬉

し
い
し
刺
激
に
な
る
﹂﹁
も
っ

と
多
く
の
学
校
の
話
を
直
接
聞

き
た
い
﹂
な
ど
の
感
想
が
述
べ

ら
れ
、
対
面
式
で
行
な
う
相
談

会
の
人
気
の
高
さ
が
う
か
が
わ

れ
た
。

ICU 高校と同志社国際中高が参加
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
の
海
外
巡
回
相
談
会
が
盛
況

　

河
合
塾
の
﹁
帰
国
生
大
学
入

試
説
明
会
﹂
が
10
月
９
日
、
23

日
、
11
月
６
日
、
20
日
の
日
曜
、

午
後
１
時
か
ら
3
時
ま
で
オ
ン

ラ
イ
ン
に
て
開
催
さ
れ
る
。

　

帰
国
生
大
学
入
試
の
概
況
と

今
後
の
受
験
対
策
と
し
て
、
①

帰
国
生
入
試
の
基
礎
知
識
と
海

外
在
住
中
の
心
構
え
、
②
主
な

大
学
の
最
新
入
試
情
報
と
攻
略

法
、
③
河
合
塾
海
外
帰
国
生
コ

ー
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
長

を
説
明
す
る
。
参
加
希
望
者

は
、
実
施
日
の
４
日
前
ま
で
に

河
合
塾
海
外
帰
国
生
コ
ー
ス
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
参
加
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
︵https://w

w
w

.kaw
ai-

ju
k

u
.ac.jp/k

ik
ok

u
/lct/

north-am
erica/

︶

か

ら

申
し
込
む
。
定
員
は
各
日
程

１
０
０
家
族
。
問
い
合
わ
せ
は

Ｅ

メ

ー

ルkikoku@
ujeec.

org

︵
河
合
塾
海
外
帰
国
生
コ

ー
ス
北
米
事
務
所
︶
ま
で
。

河
合
塾
の
﹁
帰
国
生
大
学
入
試
説
明
会
﹂

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

10 月９日、23 日

11 月６日、20 日

　

日
本
政
府
認
定
の
補
習
校

で
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
日
本
語
学
園
を
運

営
す
る
Ｂ
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ａ
︵
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
日
系
人
家
族
会
︶
は
、

こ
の
秋
よ
り
３
歳
児
を
対
象
と

し
た
日
本
語
の
親
子
ク
ラ
ス
を

ス
タ
ー
ト
す
る
。
ク
ラ
ス
の
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
日
本
語
学
園
幼
稚
部
主
任

教
員
の
大
橋
亜
由
美
先
生
を
迎

え
、
手
遊
び
や
読
み
聞
か
せ
、

お
遊
戯
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
う

予
定
。
期
間
は
10
月
４
日
か
ら

12
月
20
日
ま
で
の
11
回
、
毎
週

火
曜
午
後
３
時
30
分
か
ら
４

時
15
分
。
場
所
はM

IR
R

O
R

 
tea hou

se

︵575 U
n

ion 
St, B

rooklyn

︶
に
て
。
対
象

は
２
０
１
９
年
生
ま
れ
の
児

童
。
定
員
10
人
。
参
加
費
は

１
０
０
ド
ル
。
申
し
込
み
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://

bjafa.org/  

を
参
照
す
る
。

３歳児親子クラス
ＢＪＡＦＡ

（ブルックリン日系人家族会）

10 月からスタート

http://www.betteratmath.com
http://shidogakuin.com
http://villagewellusa.com
tel:2014616502
https://japaneseschool.org
https://alto-edu.com
https://alto-edu.com
https://alto-edu.com
https://alto-edu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://bjafa.org/
http://bjafa.org/
http://bjafa.org/
https://www.kawai-juku.ac.jp/kikoku/lct/north-america/
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こ
の
紙
面
が
発
行
さ
れ

る
頃
に
は
い
よ
い
よ
カ
ー

ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
第

10
回

k
ajik

i's artist sh
o

w

︵JapaneseStyle

︶
〜
花
と

音
楽
の
祭
典
〜
の
開
催
で
す
。

２
０
１
８
年
に
公
演
10
回
目
と

紹
介
し
ま
し
た
が
そ
の
時
は
ブ

ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
公
演
を
入
れ
て

の
事
で
す
。
今
回
は
カ
ー
ネ

ギ
ー
ホ
ー
ル
単
独
で
の
10
回

目
。
15
年
間
以
上
は
毎
年
３
月

 
梶
木
敏
巳
の
人
生

風
の
ま
ま
に

47

国
連
平
和
の
鐘
と
庭
園
の
老
朽
化
防
ぎ
た
い

ハ
ワ
イ
の
ホ
ノ
ル
ル
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
。
５
月
の
パ
リ
国
連
ユ

ネ
ス
コ
本
部
や
ベ
ル
サ
イ
ユ
ト

リ
ア
ノ
ン
パ
レ
ス
。
７
月
、
10

月
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
カ
ー
ネ

ギ
ー
ホ
ー
ル
と
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ

ー
。
あ
っ
と
い
う
間
に
歳
月
が

経
ち
ま
す
。
最
近
は
国
内
で
も

帝
国
ホ
テ
ル
で
も
〜kajiki's 

show

も
年
に
６
回
行
い
ま

す
。
子
供
の
頃
に
テ
レ
ビ
で
新

聞
記
者
の
エ
ド
・
サ
リ
バ
ン
が

司
会
す
る
﹃
エ
ド
・
サ
リ
バ
ン

シ
ヨ
ー
﹄
が
な
ぜ
か
楽
し
み
で

し
た
。
無
名
な
若
者
の
歌
手
を

的
確
な
コ
メ
ン
ト
で
紹
介
す
る

の
で
す
。
ビ
ー
ト
ル
ズ
や
ロ
ー

リ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
ズ
さ
え
も
そ

う
で
し
た
。
私
は
い
つ
か
日
本

の
文
化
を
世
界
へ
紹
介
し
た

い
、
そ
ん
な
思
い
で
し
た
。
そ

し
て
19
年
に
エ
ド
・
サ
リ
バ
ン

シ
ョ
ー
に
出
た
日
本
人
２
組
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
１
人
で
ビ
ー

ト
ル
ズ
の
来
日
公
演
で
前
座
で

共
演
し
た
ブ
ル
ー
コ
メ
ッ
ツ
の

三
原
綱
木
さ
ん
と
御
縁
が
あ
り

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
に
出
演
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
２
年
間
の

延
期
で
今
回
は
令
和
の
ザ
・
ピ

ー
ナ
ッ
ツ
と
話
題
の
り
ん
と
も

シ
ス
タ
ー
ズ
の
ゲ
ス
ト
出
演
で

す
。
ザ
・
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
も
エ
ド
・

サ
リ
バ
ン
シ
ョ
ー
に
出
て
い
ま

す
。
所
属
事
務
所
の
社
長
は

﹃
暴
れ
ん
坊
将
軍
﹄
や
﹃
マ
ツ

ケ
ン
サ
ン
バ
﹄
で
有
名
な
俳
優

の
松
平
健
さ
ん
で
す
。
動
画
で

マ
ツ
ケ
ン
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
出
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
私

は
熱
心
に
来
年
の
ブ
ロ
ー
ド
ウ

ェ
ー
へ
の
お
誘
い
を
し
ま
す
。

ま
さ
に
﹃
三
顧
の
礼
を
持
っ

て
﹄
の
事
で
す
。
こ
れ
も
風
の

ま
ま
に
の
巡
り
合
わ
せ
で
す
。

今
ま
で
の
お
客
様
は
全
て
無
料

招
待
で
す
。
い
つ
し
か
そ
れ
ら

も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
認
め
ら
れ

た
の
か
、
19
年
に
国
連
の
中
に

あ
る
﹃
国
連
平
和
の
鐘
と
庭

園
﹄
の
国
連
支
援
寄
付
団
体
に

是
非
に
と
の
声
が
掛
り
ま
す
。

そ
し
て
国
連
は
私
が
会
長
の
団

体
﹃
Ｋ
Ｊ
国
際
芸
術
家
連
盟
﹄

に
寄
付
金
活
動
の
受
け
皿
と
し

て
モ
ル
ガ
ン
銀
行
に
専
用
の
信

託
口
座
を
連
絡
し
て
く
れ
ま
し

た
。
国
連
部
署
担
当
か
ら
私
に

来
た
文
書
に
は
国
連
の
部
署
が

寄
付
金
は
責
任
を
持
っ
て
取
り

扱
う
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
１

口
が
１
千
ド
ル
で
コ
ロ
ナ
禍
で

立
ち
遅
れ
ま
し
た
が
寄
付
活
動

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。﹃
国
連

平
和
の
鐘
﹄
は
日
本
人
の
誇
り

で
平
和
の
象
徴
な
の
に
70
年
近

く
前
の
寄
贈
な
の
で
老
朽
化
が

激
し
く
緊
急
な
補
修
が
必
要
で

す
。
も
し
も
危
険
物
と
し
て
撤

去
さ
れ
て
他
の
国
の
施
設
に
変

わ
れ
ば
誇
り
あ
る
日
本
人
に
取

っ
て
も
一
大
事
で
す
。
今
は
国

連
の
所
有
物
な
の
で
日
本
政
府

も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
で
し
ょ

う
ね
。
70
年
近
く
前
に
寄
贈
し

た
中
川
千
代
治
氏
の
御
六
女
の

高
瀬
聖
子
代
表
が
国
内
、
世
界

へ
と
お
父
様
の
如
何
な
る
戦
争

も
無
く
し
世
界
の
絶
対
平
和
と

言
う
理
念
を
伝
え
る
為
に
﹃
国

連
平
和
の
鐘
を
守
る
会
﹄
の
代

表
と
し
て
御
活
躍
を
さ
れ
て
ま

す
。
お
会
い
し
て
そ
の
熱
意
に

頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。
私
は

そ
れ
と
は
違
っ
て
ハ
ー
ド
の
建

物
自
体
が
日
本
国
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
聖
地
﹃
花
と
国
連
平
和

の
鐘
﹄
に
﹃
国
連
花
と
平
和
の

鐘
寄
付
支
援
の
会
﹄
と
し
て
老

朽
化
を
防
ぐ
緊
急
工
事
が
必
要

で
す
。
現
に
平
和
の
鐘
の
老
朽

化
は
切
実
な
問
題
の
よ
う
で

す
。
私
は
宗
教
に
も
日
本
政
府

に
も
関
係
し
な
い
一
人
の
市
民

で
す
。
し
か
し
今
回
は
カ
ー
ネ

ギ
ー
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
か
ら

も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
皆
さ
ん
に

任
意
の
寄
付
を
呼
び
掛
け
よ
う

と
思
い
ま
す
。
国
連
担
当
部
署

か
ら
の
書
面
に
は
で
き
る
だ
け

早
く
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
早

く
金
額
を
積
み
上
げ
て
﹃
国
連

平
和
の
鐘
と
庭
園
﹄
の
何
と
か

荒
れ
放
題
と
老
朽
化
を
防
ぎ
た

い
と
い
う
思
い
で
す
。
私
は
政

府
筋
か
ら
依
頼
さ
れ
引
き
受
け

た
以
上
は
懸
命
に
寄
与
し
よ
う

と
思
い
ま
す
。
当
時
、
私
財
を

投
げ
売
っ
て
平
和
の
鐘
を
国
連

に
寄
贈
さ
れ
た
中
川
千
代
治
氏

の
思
い
が
私
に
も
伝
わ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル

へ
足
を
運
び
私
に
も
お
声
を
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

 ︵
か
じ
き
・
と
し
み
／
花
の
街

振
興
財
団
／
Ｉ
Ｆ
Ａ
理
事
長
︶

 

Ｎ
Ｙ
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
基
礎
知
識

117

 　
﹁
譲
謙
︵
ゆ
ず
け
ん
︶
さ
ん
や
、

う
ち
も
今
月
か
ら
新
し
い
会
計

基
準
︵A

SC
842

︶
を
導
入
し

て
、
リ
ー
ス
資
産
と
リ
ー
ス
負

債
を
貸
借
対
照
表
に
計
上
す
る

こ
と
に
し
た
ん
じ
ゃ
が
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
な
。
質

問
し
て
も
い
い
か
？
﹂
会
社
経

営
者
の
鬣
︵
た
て
が
み
︶
が
お

も
む
ろ
に
会
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
譲
矢
謙
吉
︵
ゆ
ず
り
や
け

ん
き
ち
、
通
称
譲
謙
︵
ゆ
ず
け

ん
︶
︶
に
聞
い
た
。

　

﹁A
SC

842

は
今
年
か
ら
全

て
の
会
社
の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン

グ
リ
ー
ス
の
資
産
計
上
が
求
め

ら
れ
ま
す
か
ら
、
よ
い
取
り
組

み
だ
と
思
い
ま
す
。
質
問
は
な

新
会
計
基
準
Ａ
Ｓ
Ｃ
８
４
２

ん
で
す
か
？
﹂
﹁
リ
ー
ス
負
債

を
計
上
す
る
た
め
の
利
率
を

ど
う
や
っ
て
計
算
す
る
か
じ

ゃ
﹂
﹁
そ
れ
は
、
難
し
い
問
題

で
す
ね
。
﹂
﹁
そ
う
じ
ゃ
ろ
、
貸

し
て
い
る
方
は
、
利
率
を
わ
か

っ
て
い
る
は
ず
じ
ゃ
が
、
借
り

て
い
る
方
に
は
い
く
ら
の
利

率
で
貸
し
出
し
て
い
る
か
な

ど
全
く
わ
か
ら
ん
﹂
﹁
そ
の
通

り
で
す
。
そ
こ
で
、A

SC
842

で
は
３
つ
の
利
率
の
う
ち
ど

れ
か
を
使
う
よ
う
に
言
っ
て

い
ま
す
﹂﹁
ほ
う
、
そ
れ
は
何

じ

ゃ
﹂
﹁Im

plicit rate

と

Increm
ental borrow

ing 
rate

とR
isk-free rate

で

す
。
た
だ
し
、
こ
の
順
番
に
そ

っ
て
、
適
用
可
能
性
を
検
討
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ち

な

み

にR
isk free-rate

は

上
場
会
社
で
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
﹂﹁
そ
も
そ
も
３
つ
の
レ

ー
ト
の
違
い
は
何
な
の
だ
？
﹂

﹁
ま
ず
、Im

plicit rate

で
す

が
、
リ
ー
ス
契
約
で
用
い
ら
れ

て
い
る
レ
ー
ト
で
す
﹂﹁
そ
ん

な
も
の
、
さ
っ
き
言
っ
た
よ
う

に
わ
か
る
は
ず
が
な
い
じ
ゃ

ろ
﹂﹁
場
合
に
よ
っ
て
は
、
容

易
に
割
り
出
せ
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
自
動
車

や
コ
ピ
ー
マ
シ
ン
、
ピ
ア
ノ
な

ど
は
市
場
価
格
が
比
較
的
入

手
し
や
す
い
の
で
、
支
払
っ
た

リ
ー
ス
料
か
ら
比
較
的
簡
単

にIm
plicit rate

を
割
り
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
比
較
的
簡
単
に
推
定

で
き
る
場
合
に
は
、
そ
の
レ

ー
ト
を
用
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
﹂﹁
ふ
む
ふ
む
、
確
か

に
そ
う
だ
な
﹂

　

﹁
そ
れ
じ
ゃ
、
わ
か
ら
な

か
っ
た
場
合
の
２
番
目
の

方
法
は
ど
ん
な
ん
じ
ゃ
？
﹂

﹁Increm
ental borrow

ing 
rate

と
い
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
会
社
が
銀
行
な
ど
の
金
融

機
関
か
ら
お
金
を
借
り
た
と

し
た
ら
、
借
入
金
利
は
何
パ

ー
セ
ン
ト
か
を
用
い
て
計
算

す
る
方
法
で
す
。
こ
の
レ
ー

ト
は
会
社
の
信
用
力
や
担
保

力
に
よ
っ
て
差
が
出
て
き
ま

す
﹂﹁
そ
う
か
、
じ
ゃ
実
際
に

う
ち
の
会
社
は
借
入
金
が
あ

る
か
ら
、
そ
れ
を
参
考
に
し

て
も
よ
い
の
じ
ゃ
な
﹂﹁
そ
う

で

す
。

最

後

にR
isk-free 

rate

で
す
が
、
こ
れ
は
投
資

家
が
リ
ス
ク
な
し
で
マ
ー
ケ

ッ
ト
で
稼
げ
る
利
率
で
す
。
例

え
ば
、
政
府
の
国
債
の
利
率

な
ど
が
典
型
例
で
す
﹂﹁
ほ

う
、
そ
れ
は
簡
単
に
入
手
で
き

る
の
う
﹂﹁
そ
う
で
す
。
し
た

が

っ

て
、Im

plicit rate

と

Increm
ental borrow

ing 
rate

の
ど
ち
ら
も
容
易
に
入

手
が
で
き
ず
、
入
手
し
よ
う
と

す
る
と
コ
ス
ト
が
か
か
り
す
ぎ

る
場
合
で
、
か
つ
、
非
上
場
会

社
で
あ
る
場
合
に
し
か
認
め
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
こ

のrate

を
適
用
す
る
旨
の
会

計
規
定
を
社
内
で
き
ち
ん
と
定

め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
﹂

﹁
安
易
にR

isk-free rate

を

用
い
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
じ
ゃ
な
。
わ
か
っ
た
、
あ
り

が
と
う
、大
変
た
め
に
な
っ
た
﹂

米
国
公
認
会
計
士
齊
藤
事
務
所
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ぼ
く
が
、
今
が
ん
ば
っ
て

い
る
こ
と
は
、
二
つ
あ
り
ま

す
。

　

一
つ
目
は
、
テ
ニ
ス
で
す
。

テ
ニ
ス
は
週
に
一
度
土
曜
日

の
夜
七
時
か
ら
九
時
の
二
時

間
、
レ
ッ
ス
ン
に
通
っ
て
い

ま
す
。
ぼ
く
が
通
っ
て
い
る

所
は
、
ハ
ワ
ー
ス
ラ
ケ
ッ
ト

ク
ラ
ブ
で
す
。
コ
ー
ト
に
着

い
た
ら
ま
ず
、
コ
ー
チ
に
ク

ラ
ス
を
分
け
て
も
ら
い
ま
す
。

コ
ー
チ
に
言
わ
れ
た
番
号
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
行
き
、
じ

ゅ
ん
び
運
動
を
し
ま
す
。
フ

ォ
ア
ハ
ン
ド
や
バ
ッ
ク
ハ
ン

ド
、
サ
ー
ブ
な
ど
の
き
そ
練

習
を
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト

と
ゲ
ー
ム
を
し
ま
す
。
ぼ
く

は
強
い
人
に
負
け
て
し
ま
い

ま
す
。
く
や
し
い
で
す
。
今

度
は
ぜ
っ
対
に
勝
ち
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
バ
ッ
ク
ハ

ン
ド
が
苦
手
な
の
で
、
上
手

に
な
り
た
い
で
す
。
そ
う
す

れ
ば
打
ち
返
せ
る
と
思
い
ま

す
。
ぼ
く
の
お
姉
ち
ゃ
ん
も

テ
ニ
ス
を
習
っ
て
い
て
上
手

な
の
で
、
同
じ
く
ら
い
上
手

に
な
る
こ
と
が
ぼ
く
の
今
の

目
ひ
ょ
う
で
す
。

　

二
つ
目
に
が
ん
ば
っ
て
い

る
こ
と
は
読
書
で
す
。
ま
ん

が
を
読
む
こ
と
が
と
く
に
好

き
で
す
が
、
そ
の
ま
ん
が
の

小
説
ば
ん
を
読
む
こ
と
も
好

き
で
す
。
き
め
つ
の
刃
や
ワ

ン
ピ
ー
ス
の
小
説
も
、
何
冊

か
読
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

小
説
は
ま
ん
が
と
違
い
、
言

葉
で
色
々
な
こ
と
を
表
現
し

て
い
る
の
で
、
と
て
も
新
せ

ん
で
面
白
い
で
す
。

　

前
は
、
旅
行
や
お
出
か
け

の
時
に
、
仕
方
な
く
本
を
読

ん
で
い
ま
し
た
が
、
今
は
読

書
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

時
々
、
本
を
買
っ
て
も
ら
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ぼ
く
の
、

お
気
に
入
り
の
本
は
﹁
ぼ
く

ら
の
ひ
み
つ
け
っ
社
﹂
で
す
。

こ
の
本
は
、
高
校
生
が
事
件

を
か
い
決
す
る
話
で
、
と
て

も
面
白
い
で
す
。
苦
手
だ
っ

た
読
書
で
し
た
が
、
今
は
大

好
き
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
色
々
な
し
ゅ
る
い

の
本
が
読
み
た
い
で
す
。

　
　
　

︵
滞
米
９
年
11
か
月
︶
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今
回
の
修
学
旅
行
は
ア
メ

リ
カ
に
来
て
1
ヶ
月
も
経
っ

て
い
な
い
状
態
で
、
上
級
生

の
人
た
ち
と
ほ
と
ん
ど
話
し

た
こ
と
も
な
か
っ
た
た
め
最

初
は
不
安
だ
っ
た
が
、
と
て

も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

初
日
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

で
は
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス

ホ
ー
ル
に
行
っ
て
独
立
に
大

き
く
か
か
わ
っ
た
重
要
な
町

の
こ
と
を
よ
く
知
る
こ
と
が

で
き
た
。
次
に
行
っ
た
ア
メ

リ
カ
歴
史
博
物
館
で
は
、
ア

メ
リ
カ
の
交
通
手
段
の
変
遷
、

ア
メ
リ
カ
の
独
立
に
関
わ
っ

た
重
要
な
資
料
、
ア
メ
リ
カ

の
歴
代
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
デ
ィ

ー
の
ド
レ
ス
な
ど
ア
メ
リ
カ

史
を
存
分
に
味
わ
う
こ
と
が

で
き
た
。
ア
メ
リ
カ
の
ボ
ロ

ボ
ロ
に
な
っ
た
15
の
星
の
星

条
旗
は
３
日
目
に
行
っ
た
フ

ォ
ー
ト
マ
ッ
ク
ヘ
ン
リ
ー
に

も
大
き
く
関
係
す
る
の
で
参

考
に
な
っ
た
。

　

２
日
目
の
最
初
に
行
っ
た

ワ
シ
ン
ト
ン
鍾
乳
洞
は
人
生

で
初
め
て
の
鍾
乳
洞
で
、
ア

メ
リ
カ
の
自
然
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
た
。
首
都
で
あ
る

ワ
シ
ン
ト
ン
の
周
辺
に
こ
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
考
え

る
と
す
ご
い
と
思
う
。
次
に

行
っ
た
国
会
議
事
堂
で
は
内

部
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
、
貴
重
な
体
験
と
な

っ
た
。
日
本
の
国
会
議
事
堂

も
す
ご
か
っ
た
が
、
ア
メ
リ

カ
の
国
会
議
事
堂
は
大
国
ア

メ
リ
カ
を
動
か
し
て
き
た
と

い
う
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

3
カ
所
目
の
自
然
史
博
物
館

で
は
、
メ
ガ
テ
リ
ウ
ム
や
翼

竜
、
ダ
ン
ク
ル
オ
ス
テ
ウ
ス
、

首
長
竜
な
ど
古
・
中
・
新
生

代
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
住

ん
で
い
た
生
物
の
化
石
が
た

く
さ
ん
置
い
て
あ
り
、
日
本

で
は
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い

も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

３
日
目
は
ワ
シ
ン
ト
ン
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
に
の
ぼ
り
、
ホ

ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
や
国
会
議
事

堂
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
あ
と
行
っ
た
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
オ
ブ
・

ア
ー
ト
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以

外
に
は
1
枚
し
か
な
い
レ
オ

ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の

作
品
や
、
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
、

モ
ネ
の
有
名
作
品
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
非
常
に
貴
重
な

機
会
だ
っ
た
。
フ
ォ
ー
ト
マ

ッ
ク
ヘ
ン
リ
ー
で
は
ア
メ
リ

カ
国
旗
の
交
換
式
に
参
加
で

き
、
15
の
星
の
星
条
旗
を
実

際
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

４
日
目
の
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ

村
見
学
で
は
、
今
ま
で
何
も

知
ら
な
か
っ
た
ア
ー
ミ
ッ
シ

ュ
と
い
う
存
在
や
、
ア
ー
ミ

ッ
シ
ュ
の
生
活
な
ど
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
。
今
回
の
３

泊
４
日
の
修
学
旅
行
を
通
し

て
、
ア
メ
リ
カ
史
や
ア
メ
リ

カ
の
自
然
な
ど
日
本
で
は
体

験
で
き
な
い
よ
う
な
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
体
験
で
き
た
。

ま
た
８
年
生
と
の
仲
も
深
め

る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も

良
い
機
会
に
な
っ
た
。

　
　
　
　

  　
︵
滞
米
１
か
月
︶

　
　
　

□　
　

□　
　

□

 ﹁
修
学
旅
行
を
通
じ
て

　
　
　
　

知
っ
た
こ
と
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
晴
仁

 ﹁
大
好
き
な
テ
ニ
ス
と
読
書
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全
日
制
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
沼
　
智
史

　

私
と
弟
は
、
夏
休
み
に
私
た

ち
の
家
族
に
会
い
に
ワ
シ
ン
ト

ン
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

み
ん
な
で
ハ
ワ
イ
に
行
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
、﹁
ホ
ケ
﹂
と
い

う
食
べ
物
を
食
べ
ま
し
た
。
お

土
産
を
た
く
さ
ん
買
い
ま
し

た
。﹁
ジ
ョ
ー　

ヒ
サ
シ
﹂
の

コ
ン
サ
ー
ト
に
も
行
き
ま
し

た
。
み
ん
な
で
誕
生
日
を
祝
い

ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
の
海
の
水
は

青
く
澄
ん
で
い
ま
し
た
。ま
た
、

S
A
T
の
勉
強
も
し
ま
し
た
。

楽
し
い
夏
休
み
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶

　
　
　

□　
　

□　
　

□

友
達
は
、
私
の
と
な
り
に

座
っ
た

ま
る
で
満
員
電
車
の

座
席
の
よ
う
に
、

う
で
と
う
で
が

ぴ
っ
た
り
と
ふ
れ
合
う

友
達
は
何
も
言
わ
ず
に

私
の
ノ
ー
ト
に
絵
を
描
い
た

私
の
好
き
な
し
ば
犬
の
絵
を

で
も
こ
こ
は
テ
ネ
シ
ー
、

満
員
電
車
も
し
ば
犬
も

い
な
い
の
を
思
い
出
す

よ
く
見
る
と

し
ば
犬
で
は
な
く
て

友
達
の
か
っ
こ
い
い

ブ
ル
ド
ッ
ク
だ
っ
た

私
は
そ
ん
な
友
達
が
大
好
き

　
　
　
　
　
　

  

︵
滞
米
８
年
︶

 「私の夏休み」
　　　　プリンストン公立高２日本語クラス

　　　　　　　　　　リー　ジョセリン

　

わ
た
し
は
く
ま
く
ん
が
、
な

す
を
た
べ
る
こ
と
が
で
き
て
、

す
ご
い
と
お
も
い
ま
す
。
わ
た

し
は
な
す
と
ピ
ー
マ
ン
が
た
べ

ら
れ
な
い
け
れ
ど
、
く
ま
く
ん

み
た
い
に
そ
の
と
き
が
く
る
か

な
っ
て
お
も
い
ま
し
た
。

　

そ
し
た
ら
つ
ぎ
の
日
、
お
母

さ
ん
が
ピ
ー
マ
ン
の
に
く
づ
め

を
つ
く
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
わ

た
し
は
ピ
ー
マ
ン
の
に
く
づ
め

を
ち
ょ
っ
と
だ
け
た
べ
ら
れ
ま

し
た
。そ
の
と
き
が
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

  　
︵
滞
米
３
年
︶

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

 読書感想文

　「そのときがくるくる」
　　　　　　　　　　　シンシナティ日本語補習授業校小１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かみや　あおい

 「私の好きな友達」
　　　　中部テネシー日本語補習校中１

　　　　　　　　　　　　　野坂　芽生

https://artofhaiku.org/
http://www.newjersryjapaneseschool.org
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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自
然
光
の
入
る
、
眺
め
の
良
い
ア
ト
リ
エ
を
和
室

風
に
し
つ
ら
え
る
。

　

障
子
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ド
ア
を
窓
側
に
施
工
し
、

反
対
側
の
開
放
に
は
ア
ー
ト
和
紙
の
ス
ク
リ
ー
ン
を

間
仕
切
り
に
し
た
。
ま
た
、
た
た
み
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

マ
ッ
ト
を
敷
き
詰
め
、
日
本
間
の
雰
囲
気
を
出
す
。

外
か
ら
の
光
を
ア
ー
ト
和
紙
か
ら
も
れ
る
や
さ
し
い

光
で
、
和
を
感
じ
な
が
ら
自
然
を
堪
能
し
、
か
つ
ア

ー
ト
な
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
で
き
る
。

　

た
た
み
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
マ
ッ
ト
と
は
特
別
に
開
発

さ
れ
、
簡
単
に
日
本
間
の
雰
囲
気
が
が
出
せ
る
、
床

に
の
置
く
︵
敷
く
︶
薄
い
タ
イ
プ
の
和
紙
畳
。

　

敷
く
だ
け
で
、
耐
久
性
は
イ
グ
サ
の
３
倍
の
畳
は

和
紙
が
原
料
。
見
た
目
は
伝
統
的
な
イ
グ
サ
と
ほ
と

ん
ど
変
わ
り
な
い
が
、
常
識
を
破
る
強
化
手
法
に
よ

り
、破
れ
な
い
加
工
さ
れ
た
和
紙
︵
強
化
和
紙
︶
で
、

さ
ら
に
防
火
加
工
さ
れ
た
事
に
よ
り
、
紙
に
慣
れ
て

な
い
ア
メ
リ
カ
人
ユ
ー
ザ
ー
で
も
使
用
可
。
子
供
が

い
る
家
庭
や
、Ｕ
Ｓ
防
火
承
認
な
の
で
コ
ン
ド
な
ど
、

ス
リ
ッ
パ
の
使
用
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
で
の
使
用
に
ピ

ッ
タ
リ
。

　

お
お
よ
そ
の
費
用
は
基
本
的
に
す
べ
て
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
、
仕
上
げ
の
木
工
事
な
ど’

除
き
、
障
子
和

紙
4
枚
分
で
、
だ
い
た
い
２
０
０
０
ド
ル
く
ら
い
か

ら
。
和
紙
素
材
は
本
物
の
和
紙
、
強
化
フ
ィ
ル
ム
、

Ｕ
Ｓ
防
火
加
工
、
工
期
は
３
か
月
か
ら
半
年
。

あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
暮
ら
し

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
ホ
ー
ク

ル
知
事
は
９
月
21
日
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
の
地
下
鉄
の
す
べ
て

の
車
両
に
防
犯
カ
メ
ラ
２
台
を

設
置
す
る
と
発
表
し
た
。
地
下

鉄
車
両
は
６
４
５
５
台
あ
り
、

今
後
３
年
の
間
に
約
５
５
０
万

ド
ル
を
か
け
１
万
３
０
０
０
台

を
設
置
す
る
。　

　

リ
モ
ー
ト
勤
務
と
治
安
悪
化

で
地
下
鉄
利
用
者
は
コ
ロ
ナ
禍

前
の
60
％
ほ
ど
に
留
ま
っ
て
い

る
。
地
下
鉄
や
バ
ス
、
鉄
道
を

運
営
す
る
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
交

通
局
︵
Ｍ
Ｔ
Ａ
︶
は
２
０
２
５

年
に
は
25
億
ド
ル
の
赤
字
と
な

る
と
の
予
測
が
あ
り
、
雇
用
、

観
光
、
税
収
の
回
復
が
遅
れ
が

出
て
い
る
Ｎ
Ｙ
市
は
１
０
０
億

ド
ル
の
赤
字
に
な
る
可
能
性
も

取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
。
治
安

を
改
善
し
利
用
者
を
呼
び
戻
す

の
が
目
的
だ
。

　

Ｍ
Ｔ
Ａ
は
コ
ロ
ナ
禍
の
間
に

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
を
進
め
、
す

で
に
４
７
２
の
地
下
鉄
駅
す
べ

て
合
計
１
万
台
を
設
置
し
て
い

る
。
し
か
し
、
今
年
４
月
に
ブ

ッ
ク
リ
ン
の
Ｎ
線
車
両
内
で
起

き
た
銃
撃
事
件
で
は
、
36
番
街

駅
の
カ
メ
ラ
は
故
障
で
役
に
立

た
な
か
っ
た
。
５
月
に
は
Ｑ
番

線
車
両
内
で
射
殺
事
件
が
起
き

た
。
Ｍ
Ｔ
Ａ
は
６
月
に
２
番

線
と
４
番
線
の
地
下
鉄
車
両

１
０
０
両
に
カ
メ
ラ
を
設
置

し
、
試
験
運
用
を
開
始
し
た
。

　

Ｍ
Ｔ
Ａ
が
８
月
に
行
っ
た
顧

客
満
足
度
調
査
に
よ
る
と
﹁
地

下
鉄
利
用
者
が
満
足
し
て
い
な

い
理
由
の
第 

１
位
は
﹁
身
の

安
全
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
﹂
だ

っ
た
。
Ｎ
Ｙ
市
警
に
よ
る
と
今

年
７
月
ま
で
の
地
下
鉄
で
の
犯

罪
件
数
は
２
０
１
９
年
と
ほ
ぼ

同
じ
だ
が
、
利
用
者
が
60
％
の

た
め
犯
罪
発
生
率
は
高
く
な
っ

て
い
る
。

問い合わせは、E メール info@precious-piece.com　www.hiroodaira.com 小平さん

　

ミ
キ
ハ
ウ
ス
は
、
10
月
7
日

︵
金
︶
か
ら
16
日
︵
日 

︶
ま
で

ソ
ー
ホ
ー
で
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
シ

ョ
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
。
場
所
は
ト
ン
プ
ソ
ン
通

り
１
０
９
番
地
。
期
間
中
８

日
︵
土
︶
と
10
日
︵
月
︶
の
午

前
11
時
か
ら
正
午
ま
で
タ
ロ
ー

ズ
・
オ
リ
ガ
ミ
・
ス
タ
ジ
オ
の

プ
ロ
の
折
り
紙
作
家
が
ミ
キ
ハ

ウ
ス
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
折

り
方
を
教
え
る
︵
３
歳
以
上

対
象
で
１
回
15
分
︶。
１
０
０

ド
ル
以
上
同
店
で
買
い
物
を

し
た
人
に
ミ
キ
ハ
ウ
ス
ギ
フ

ト
を
贈
呈
す
る
︵
数
に
限
り

あ
り
︶。
参
加
費
無
料
。
詳
し

く
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
︵w

w
w

.
m

ikihouse-usa.com

︶

ミ
キ
ハ
ウ
ス
・
ア
メ
リ
カ

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
に
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
店

地
下
鉄
車
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

安
全
確
保
し
集
客
増
狙
う

https://www.redacinc.com/
mailto:info@precious-piece.com
http://www.mikihouse-usa.com%EF%B8%B6
http://www.mikihouse-usa.com%EF%B8%B6
http://www.mikihouse-usa.com%EF%B8%B6
http://www.mikihouse-usa.com%EF%B8%B6
http://www.mikihouse-usa.com%EF%B8%B6
www.hiroodaira.com
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Ｑ　

現
地
校
に
去
年
か
ら
通
う

小
4
の
息
子
に
つ
い
て
の
相
談

で
す
。
白
人
の
生
徒
が
多
く
ア

ジ
ア
系
生
徒
は
少
な
い
郊
外
の

学
校
で
、
日
本
人
は
学
年
で
息

子
１
人
で
す
。
日
本
で
は
た
く

さ
ん
友
達
が
い
て
楽
し
そ
う
で

し
た
が
、
現
地
校
で
は
仲
よ
く

で
き
る
友
達
が
で
き
な
い
ま
ま

３
年
生
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
本
人
も
気
に
し
て
い

る
様
子
で
心
配
で
す
。 

何
か

よ
い
対
応
法
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？　
　
　
　

︵
Ｎ
Ｊ
州
、
母
︶

Ａ　

教
育
相
談
室
で
は
時
々
こ

の
よ
う
な
ご
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
我
々
大
人
は
つ
い
﹁
子

ど
も
の
こ
と
だ
か
ら
す
ぐ
英
語

に
も
慣
れ
、
ア
メ
リ
カ
人
の
友

達
も
で
き
る
だ
ろ
う
﹂
な
ど
と

安
易
に
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で

す
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
新
し
い
環
境
へ
の

適
応
力
に
は
大
き
な
個
人
差
が

あ
り
、
子
ど
も
だ
か
ら
と
い
っ

て
誰
も
が
す
ぐ
英
語
を
覚
え
た

り
、
容
易
に
友
達
が
で
き
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ

そ
う
で
な
い
場
合
の
ほ
う
が
多

く
、
富
裕
層
の
家
庭
が
多
い
学

校
区
な
ど
で
は
特
に
、
ア
メ
リ

カ
人
生
徒
の
方
で
も
英
語
が
話

せ
な
い
ア
ジ
ア
人
生
徒
に
あ
ま

り
興
味
を
示
さ
な
い
こ
と
も
多

い
で
す
。
日
本
で
た
く
さ
ん
の

友
達
に
囲
ま
れ
て
い
た
子
ど
も

に
と
っ
て
は
尚
更
、
現
地
校
で

寂
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
友
達
が

で
き
な
い
こ
と
で
自
信
を
失
っ

て
し
ま
っ
た
り
し
な
い
よ
う
、

早
め
の
対
応
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
の
対
処
法

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
ま

ず
は
現
地
校
の
担
任
教
師
、
ま

た
専
門
家
で
あ
る
ス
ク
ー
ル
サ

イ
コ
ロ
ジ
ス
ト
︵
学
校
心
理
士
︶

に
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
学
校
で
友
達
が
で
き

ず
寂
し
い
思
い
を
し
て
い
る
、

ま
た
勉
強
し
て
い
る
の
に
成
果

に
つ
な
が
ら
な
い
、
不
当
な
い

じ
め
が
あ
る
な
ど
正
当
な
理
由

が
あ
れ
ば
親
が
直
接
サ
イ
コ
ロ

ジ
ス
ト
に
ア
ポ
を
取
り
相
談
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
地
校

で
は
い
ろ
い
ろ
な
対
応
法
が
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

教
育
相
談
室
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
対
処
法
を
紹
介
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
１
つ
と
し
て
、
親
が

担
任
教
師
に
依
頼
し
て
、
子
ど

も
に
教
室
で
﹁
ミ
ニ
日
本
文
化

紹
介
﹂
を
さ
せ
て
み
る
こ
と
を

お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
の
学
校
で
は
通
常
、
外
国
や

他
文
化
に
つ
い
て
学
習
す
る
こ

と
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
近
年
ア
ニ
メ

の
影
響
も
あ
り
、
日
本
語
や
日

本
の
文
化
に
興
味
を
持
つ
生
徒

も
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
日

本
食
を
好
む
ア
メ
リ
カ
人
も
か

な
り
多
い
で
す
。

　

文
化
紹
介
の
内
容
と
し
て

は
、
①
写
真
や
ポ
ス
タ
ー
を
見

せ
な
が
ら
日
本
の
生
活
習
慣
や

祝
日
︵
ひ
な
祭
り
や
お
正
月
な

ど
︶
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す

る
、
②
け
ん
玉
や
駒
、
福
笑
い

な
ど
日
本
の
伝
統
的
な
お
も
ち

ゃ
を
用
意
し
、
子
ど
も
が
遊
び

方
を
説
明
し
た
後
、
ク
ラ
ス
メ

ー
ト
と
一
緒
に
遊
ぶ
時
間
を
も

う
け
る
、
③
子
ど
も
が
作
っ
た

お
り
が
み
や
、
日
本
で
人
気
の

あ
る
お
菓
子
な
ど
を
配
る
︵
食

べ
物
を
配
る
場
合
は
教
師
の
許

可
が
必
要
︶
な
ど
が
よ
い
で
し

ょ
う
。
過
去
の
例
と
し
て
は
、

日
本
の
商
店
街
の
ポ
ス
タ
ー
を

見
せ
た
と
こ
ろ
、
日
本
に
も
ス

タ
バ
や
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
が
あ
る

こ
と
に
ア
メ
リ
カ
人
生
徒
が
驚

い
た
り
、
日
本
の
授
業
風
景
を

見
て
日
米
の
違
い
を
面
白
が
っ

た
り
し
た
よ
う
で
す
。
ま
た
け

ん
玉
や
駒
を
や
っ
て
見
せ
た
と

こ
ろ
、
生
徒
か
ら
大
声
援
が
起

こ
り
盛
り
上
っ
た
り
、
可
愛
い

日
本
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
付
き
お

菓
子
が
喜
ば
れ
た
り
も
し
た
よ

う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ミ
ニ
日
本
文
化

紹
介
を
し
て
か
ら
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
が
子
ど
も
に
興
味
を
持
ち
、

質
問
し
た
り
話
し
か
け
て
く
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
例
も
多

い
で
す
。
こ
れ
を
機
に
す
ぐ
友

達
が
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん

が
、
少
な
く
と
も
ク
ラ
ス
の
多

く
の
生
徒
達
と
触
れ
合
う
よ
い

機
会
と
な
り
ま
す
。
子
ど
も
に

﹁
や
っ
て
み
た
い
﹂
と
い
う
気

持
ち
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
事
前

の
十
分
な
準
備
や
発
表
の
練
習

が
成
功
の
鍵
と
な
り
ま
す
。
い

や
が
る
子
に
無
理
に
さ
せ
る
の

は
避
け
ま
し
ょ
う
。
今
は
コ
ロ

ナ
で
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
子
ど
も
が
望
め
ば
許
可
を

得
て
親
も
発
表
を
手
伝
う
と
よ

い
で
し
ょ
う
。
子
ど
も
の
年
齢

や
英
語
力
に
よ
っ
て
、
文
化
紹

介
の
内
容
や
時
間
を
調
節
す
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。
子
ど
も
に

興
味
や
や
る
気
が
あ
り
、
担
任

教
師
も
Ｏ
Ｋ
な
ら
一
度
挑
戦
し

て
み
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

子
ど
も
が
他
生
徒
の
注
目
を

集
め
、
達
成
感
を
感
じ
ら
れ
る

よ
い
機
会
と
な
り
得
ま
す
。
す

で
に
ア
メ
リ
カ
人
の
友
達
が
い

る
子
で
も
、
さ
ら
に
他
の
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
と
の
距
離
が
縮
ま
っ

た
り
、
自
信
を
伸
ば
せ
る
よ
い

機
会
と
な
る
で
し
ょ
う
。

ニューヨーク日本人教育審議会
教育文化交流センター・教育相談室　教育相談員

クリ二カルサイコロジスト  森真佐子相談員（Ph.D.）

ミニ日本文化紹介

 本欄への相談は

●  NY 日本人教育審議会
　教育文化交流センター
　Tel:  914-305-2411
　Fax: 914-921-0393
　info@jec-ny.org
●コメット 
　www.faminet.net/komet
　jt22461007@yahoo.co.jp

mailto:miyuki3533@gmail.com
mailto:emishoga@danielgale.com
http://kiku-ny.com
tel:9175773969
http://snsrealty.com/
http://www.shoenrealty.com
https://www.roomstyle.design/
mailto:info@tsutech.com
http://www.nykoshin.com
https://starchildny.com/
http://newyork-apartment-realestate.com
http://www.furumoto.com
mailto:info@jec-ny.org
http://www.faminet.net/komet
mailto:jt22461007@yahoo.co.jp


　

夏
も
終
わ
り
秋
が
訪
れ
、
あ

っ
と
い
う
間
に
冬
を
迎
え
る
残

り
少
な
い
２
０
２
２
年
。
で
す

が
、
秋
〜
冬
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

や
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
、
ク
リ

ス
マ
ス
、
年
末
年
始
な
ど
、
年

に
一
度
の
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ

く
さ
ん
！
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
は

じ
め
各
観
光
地
で
は
、
そ
の
土

地
な
ら
で
は
の
こ
の
シ
ー
ズ
ン

に
し
か
味
わ
え
な
い
旅
行
を
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
特
に
人
気
の
旅
行
先
は

世
界
中
か
ら
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
空
き
状
況
も
限
ら
れ
ま
す

の
で
、
年
内
の
旅
行
を
お
考
え

の
方
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
今
の
う
ち
か
ら
２
０
２
３

年
の
旅
行
計
画
を
始
め
る
の

も
、
希
望
の
旅
行
プ
ラ
ン
を
予

約
し
や
す
く
お
す
す
め
で
す
。

■ 

限
ら
れ
た
シ
ー
ズ
ン
し
か

見
れ
な
い
神
秘
の
﹁
オ
ー
ロ
ラ
﹂

　

年
に
一
度
の
オ
ー
ロ
ラ
シ
ー

ズ
ン
到
来
！
毎
年
秋
か
ら
春
先

ま
で
は
オ
ー
ロ
ラ
が
見
ら
れ
る

シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
す
。
一
生

に
一
度
は
見
て
み
た
い
け
ど
…

そ
ん
な
方
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
実
は
ア
メ
リ
カ
国
内
で

も
見
ら
れ
る
の
を
ご
存
じ
で
す

か
？
北
半
球
で
最
も
明
る
い
オ

ー
ロ
ラ
を
見
ら
れ
る
こ
と
で
も

有
名
な
﹁
ア
ラ
ス
カ
﹂
は
、
国

内
旅
行
と
し
て
気
軽
に
行
く
こ

と
が
で
き
、
家
族
旅
行
は
も
ち

ろ
ん
ハ
ネ
ム
ー
ン
旅
行
な
ど
に

も
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
一
番

近
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
﹁
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
﹂
も
オ
ー
ロ
ラ
の
メ

ッ
カ
と
し
て
知
ら
れ
、
特
に
東

海
岸
か
ら
は
直
行
便
で
約
5
時

間
と
、
国
内
旅
行
と
変
わ
ら
な

い
気
軽
さ
で
訪
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。︵
※
︶

　

ア
ラ
ス
カ
と
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

と
も
に
オ
ー
ロ
ラ
以
外
に
も
一

年
中
楽
し
め
る
人
気
旅
行
先
で

す
が
、
な
ん
と
ど
ち
ら
も
温
泉

地
と
し
て
も
有
名
で
、
日
本
の

温
泉
が
恋
し
い
方
に
も
注
目
の

ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 

寒
い
冬
こ
そ
行
き
た
い
！

ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト﹁
カ
リ
ブ
海
﹂

　

寒
い
の
は
苦
手
…
そ
ん
な
方

に
お
す
す
め
な
の
が
、
ア
メ
リ

カ
か
ら
も
気
軽
に
行
け
る
南
国

リ
ゾ
ー
ト
﹁
カ
リ
ブ
海
﹂。
ハ

リ
ケ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
も
過
ぎ
た

カ
リ
ブ
海
は
特
に
人
気
の
﹁
カ

ン
ク
ン
﹂
で
有
名
で
す
が
、
そ

の
他
に
も
バ
ハ
マ
や
ア
ル
ー

バ
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
セ
ン
ト
・

マ
ー
チ
ン
島
、
タ
ー
ク
ス
・
カ

イ
コ
ス
諸
島
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和

国
、
キ
ュ
ラ
ソ
ー
、
中
米
の
コ

ス
タ
リ
カ
、
ア
メ
リ
カ
領
の
プ

エ
ル
ト
リ
コ
な
ど
、
特
色
豊
か

な
ユ
ニ
ー
ク
な
国
々
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
カ
リ
ブ
海
リ
ゾ
ー
ト

な
ら
で
は
の
﹁
オ
ー
ル
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
﹂
プ
ラ
ン
は
、
飲
食

を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
が
料
金
に
す
で
に
含

ま
れ
て
い
る
た
め
、
滞
在
先
で

お
財
布
を
気
に
す
る
こ
と
な
く

贅
沢
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
寒
い
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
を
抜
け
出
し
て
ビ
ー
チ
や
ホ

テ
ル
で
の
ん
び
り
と
…
冬
に
行

く
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
は
よ
り
一

層
の
特
別
感
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
お
す
す
め
で
す
。︵
※
︶

■ 

２
０
２
３
年
の
年
越
し
は

特
別
な
場
所
で
特
別
な
瞬
間

を
！

　

各
地
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン

ト
が
過
ぎ
る
と
、
す
ぐ
に
訪
れ

る
の
が
年
末
年
始
。
大
晦
日
は

家
族
と
自
宅
で
過
ご
し
た
り
友

人
と
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
し
た

り
と
さ
ま
ざ
ま
な
過
ご
し
方
が

あ
り
ま
す
が
、
今
年
は
ス
ペ
シ

ャ
ル
な
年
越
し
を
計
画
し
て
み

る
の
は
い
か
が
で
す
か
？

　

日
本
で
は
新
年
一
発
目
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
初
日
の
出
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の

壮
大
な
国
立
公
園
で
は
絶
景
か

ら
昇
る
初
日
の
出
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
グ
ラ
ン

ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
を
は
じ
め
と
す

る
国
立
公
園
が
集
ま
る
﹁
グ
ラ

ン
ド
サ
ー
ク
ル
﹂
は
ラ
ス
ベ
ガ

ス
か
ら
も
近
い
た
め
、
ク
リ
ス

マ
ス
は
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
過
ご

し
、
年
末
は
都
会
の
喧
騒
か
ら

逃
れ
て
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
で

国
立
公
園
周
遊
へ
、
新
年
は
好

き
な
絶
景
ポ
イ
ン
ト
か
ら
初
日

の
出
を
拝
む
、
と
い
う
ス
ペ
シ

ャ
ル
な
年
末
年
始
も
過
ご
す
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

次
に
、
年
末
年
始
に
日
本
か

ら
多
く
の
芸
能
人
が
訪
れ
る
こ

と
で
も
有
名
な
﹁
ハ
ワ
イ
﹂。

日
米
の
渡
航
制
限
が
緩
和
さ
れ

た
こ
と
で
こ
の
年
末
年
始
は
日

本
か
ら
も
多
く
の
旅
行
客
が
訪

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
日
本
の
家
族
や
友
人
と
ハ

ワ
イ
で
の
合
流
旅
行
は
い
か
が

で
す
か
？
日
本
の
正
月
で
は
味

わ
え
な
い
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で

の
花
火
大
会
︵
予
定
︶
な
ど
、

年
末
年
始
だ
け
の
特
別
な
ハ
ワ

イ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

最
後
に
、
イ
ベ
ン
ト
と
い
え

ば
50
周
年
イ
ベ
ン
ト
開
催
中
の

﹁
フ
ロ
リ
ダ 

ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ

ズ
ニ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
・
リ
ゾ
ー

ト
﹂
！
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
や
ク
リ

ス
マ
ス
は
特
別
な
デ
コ
レ
ー
シ

ョ
ン
や
パ
レ
ー
ド
な
ど
の
限

定
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
で
有
名
で
す
が
、
年
越
し
の

イ
ベ
ン
ト
は
一
年
の
中
で
も
盛

り
上
が
り
が
最
高
潮
に
！
一
年

の
締
め
く
く
り
と
新
年
の
始
ま

り
を
夢
の
世
界
で
過
ご
す
な
ん

て
、
一
生
の
思
い
出
に
な
る
こ

と
間
違
い
な
し
で
す
。
ま
た
、

デ
ィ
ズ
ニ
ー
直
営
ホ
テ
ル
に
宿

泊
す
れ
ば
、
滞
在
中
は
朝
か
ら

夜
ま
で
デ
ィ
ズ
ニ
ー
一
色
で
過

ご
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
イ
ベ

ン
ト
は
年
に
一
回
の
も
の
ば
か

り
、
今
年
を
逃
す
と
次
は
一
年

後
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
秋
冬
・
年
末
年
始
〜

２
０
２
３
年
の
旅
行
計
画
を
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
ア
メ
リ
カ
に
入
国
す
る
際
、

Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
・
非
移
民
ビ
ザ
で
入

国
さ
れ
る
方
は
ワ
ク
チ
ン
証

明
・
宣
誓
書
の
提
示
が
必
要
で

す
。

※
記
事
作
成
時
の
情
報
と
な
り

ま
す
の
で
、
最
新
情
報
は
各
公

式
機
関
に
て
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
※
現
在
地
域
に
よ
り
移
動

制
限
等
が
発
表
さ
れ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
各
地
の

最
新
情
報
や
現
地
大
使
館
・
総

領
事
館
か
ら
の
安
全
情
報
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

旅
行
会
社 

ア
ム
ネ
ッ
ト
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今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
3
か
月
！

年
内
の
旅
行
計
画
は
今
の
う
ち
に
！

 第 446 回

　

第
26
回
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
︵
国
際
博

物
館
会
議
︶
大
会
が
、
8
月
20

日
か
ら
28
日
ま
で
﹁
博
物
館
の

力
：
私
た
ち
を
取
り
巻
く
世
界

を
変
革
す
る
﹂
の
テ
ー
マ
の
下
、

チ
ェ
コ
・
プ
ラ
ハ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
と
な
り
、
3

年
前
の
京
都
大
会
に
比
べ
れ
ば

や
や
簡
素
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
大

会
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
現
地

に
は
１
０
０
０
人
を
超
え
る
参

加
者
が
あ
り
、
日
本
か
ら
も
筆

者
を
含
め
お
よ
そ
20
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

同
大
会
の
最
大
の
眼
目
は
、

京
都
大
会
で
採
択
が
延
期
さ
れ

た
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
規
約
に
定
め
る

﹁M
useum

﹂
の
定
義
の
見
直

し
で
し
た
。
京
都
大
会
以
降
、

会
長
等
役
員
が
大
量
に
辞
任
す

る
と
い
う
事
件
も
あ
り
、
定
義

の
見
直
し
を
検
討
す
る
た
め
の

特
別
委
員
会
も
改
組
さ
れ
、
計

画
的
か
つ
民
主
的
に
透
明
性
を

確
保
し
た
審
議
が
18
か
月
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
日

本
委
員
会
で
も
ワ
ー
キ
ン
グ
・

グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
数
回
に

わ
た
っ
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

す
る
な
ど
し
て
意
見
を
提
出
し

ま
し
た
。

　

最
終
的
に
提
案
さ
れ
た
改
正

案
は
、
各
国
内
・
国
際
委
員
会

等
か
ら
提
出
さ
れ
た
キ
ー
ワ
ー

ド
や
フ
レ
ー
ズ
を
順
番
も
含
め

て
慎
重
に
検
討
し
て
構
成
し
、

様
々
な
意
見
に
耳
を
傾
け
て
反

映
さ
れ
ま
し
た
。
8
月
24
日
に

開
催
さ
れ
た
臨
時
総
会
に
諮
ら

れ
た
最
終
案
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
開
催
の
た
め
、
既
に
多
く
が

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
投
票
が
行

わ
れ
た
後
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
京
都
大
会
の
よ
う
に
議
論

が
白
熱
す
る
こ
と
は
な
く
、
結

果
発
表
の
前
か
ら
こ
れ
ま
で

の
関
係
者
の
苦
労
を
ね
ぎ
ら

う
あ
た
か
も
祝
賀
会
の
よ
う
な

様
相
を
呈
し
て
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
果
た
し
て
、
新
た
な

定
義
案
の
投
票
結
果
は
、
賛

成
４
８
７
︵
92
・
41
％
︶、
反

対
23
︵
4
・
36
％
︶、
棄
権
17

︵
３
２
３
％
︶
で
、
圧
倒
的
多

数
を
も
っ
て
採
決
さ
れ
ま
し

た
。
新
た
な
定
義
案
は
、
以
下

の
と
お
り
で
す
︵
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
日

本
委
員
会
仮
訳
︶。

　

博
物
館
は
、
社
会
に
奉
仕
す

る
非
営
利
の
常
設
機
関
で
あ

り
、
有
形
及
び
無
形
の
遺
産
を

研
究
、
収
集
、
保
存
、
解
釈
し

展
示
す
る
。
一
般
に
公
開
さ
れ

た
、
誰
も
が
利
用
で
き
る
包
摂

的
な
博
物
館
は
、
多
様
性
と
持

続
可
能
性
を
促
進
す
る
。
倫
理

的
か
つ
専
門
性
を
も
っ
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
参
加
と
と
も
に

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
機
能
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

教
育
、
楽
し
み
、
考
察
と
知
識

の
共
有
の
た
め
の
様
々
な
体
験

を
提
供
す
る
。

　

今
大
会
で
は
新
し
い
戦
略
計

画
︵
２
０
２
２-

２
０
２
８
︶

や
執
行
役
員
の
行
動
規
程
も
採

択
さ
れ
、
博
物
館
定
義
の
改
正

に
伴
い
、
内
部
規
則
や
倫
理

規
程
等
の
見
直
し
も
進
ん
で
い

ま
す
。
新
た
に
選
出
さ
れ
た

Em
m

a N
ardi

会
長
︵
イ
タ
リ

ア
︶
の
も
と
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
の

活
動
は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入

る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
包

摂
性
、
多
様
性
、
持
続
可
能
性

等
が
求
め
ら
れ
る
博
物
館
の
国

際
的
な
潮
流
を
踏
ま
え
、
日
本

の
博
物
館
政
策
も
見
直
し
が
求

め
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
︵
持
続
可
能
な
開
発

目
標
︶
に
お
い
て
、
日
本
は
目

標
1
の
﹁
貧
困
を
な
く
そ
う
﹂

を
達
成
で
き
て
い
な
い
こ
と

を
、
改
め
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

︵
文
・
栗
原
祐
司 

京
都
国
立
博

物
館
副
館
長
︶

ＩＣＯＭプラハ大会
（その１）

©Disney

http://hinomaru-limo.com
https://www.amnet.jp/
https://www.amnet-usa.com/


～個別相談実績１００件以上　日本に帰国してアクティブアダルトライフを～ 
　

日
本
帰
国
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
一
般
社
団
法

人N
E

X
T

 G
E

N
E

R
A

T
IO

N

︵FU
R

U
SA

T
O

 PR
O

JE
CT

事

務
局
︶
が
主
催
す
る
、
シ
ー
ク
レ

ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
い
つ
も
は

少
人
数
制
で
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

今
回
は
参
加
枠
を
増
や
し
て
開
催

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
ず
ば
り

﹁
お
金
﹂
で
す
。
世
界
的
な
物
価
上

昇
、
為
替
変
動
が
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
日
本
で
も
物
価
上
昇
、
そ
し

て
医
療
費
負
担
の
増
大
、
年
金
額

の
減
少
、
介
護
保
険
料
が
増
加
し

て
お
り
、
経
済
的
な
理
由
で
困
っ

て
い
る
方
が
非
常
に
増
え
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
お
金
が
な
く

て
介
護
施
設
に
入
り
た
い
と
思
っ

て
も
入
れ
な
い
、
介
護
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
た
く
て
も
受
け
ら
れ
な

い
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
現
に
起

こ
っ
て
い
ま
す
。 

　

何
が
起
こ
る
か
予
測
で
き
な
い

時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
早
め
に
対
策

を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ア
メ

リ
カ
に
お
住
ま
い
の
状
況
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
対
策
が
あ
り
ま
す
。

日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
で
は
で
き

な
い
対
策
が
あ
り
ま
す
。
今
回
、﹁
お

金
﹂
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
、

金
融
業
界
で
の
経
験
、
生
命
保
険

会
社
で
の
経
験
が
豊
富
な
安
岡
佳

一
氏
を
講
師
に
迎
え
、
オ
ン
ラ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

今
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
お
悩
み

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

☑
こ
れ
か
ら
お
金
の
心
配
を
し
な

が
ら
生
活
を
し
た
く
な
い
か
ら
早

め
に
対
策
を
し
た
い
。

☑
貯
蓄
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
良

い
か
悩
ん
で
い
る
。

☑
ア
メ
リ
カ
に
い
る
う
ち
に
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
加

え
て
、
ア
ニ
ュ
イ
テ
ィ
ー
な
ど
毎

月
入
っ
て
く
る
お
金
を
強
化
し
た

い
。

☑
相
続
が
発
生
し
た
際
に
、
相
続

税
を
支
払
う
資
金
が
な
い
。
相
続

対
策
を
何
か
ら
始
め
た
ら
良
い
か

悩
ん
で
い
る
。

☑
４
０
１
Ｋ
な
ど
の
企
業
年
金
を

ど
の
よ
う
に
、
引
き
出
し
や
運
用

し
て
い
く
と
良
い
か
悩
ん
で
い
る
。

一
つ
で
も
当
て
は
ま
る
方
は
、
下

記
の
内
容
を
ご
確
認
の
上
、
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日本への帰国をサポート「FURUSATO PROJECT」

FURUSATO PROJECT
無料会員の特典

活動/サポート内容

サポート実績

FURUSATO PROJECT
有料会員の特典

無料/有料会員申込のお問い合わせ、日本帰国支援についてのご相談は下記のNY支部までメールにてご連絡ください。

・日本帰国に有益な情報が月1回メルマガ（無料会員版）
で届く

・セミナー情報の案内が優先的に届く

・お悩みに対してNY相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報を知れる

・日本本帰国サポート

・日本一時帰国サポート

・オンライン日本帰国準備
コンサルティングサポート

・各プロフェッショナルご
紹介（米国公認会計士、
ファイナンシャルプラン
ナーなど）

・オンライン日本帰国セミ
ナー

・オンライン個別相談

・有料会員向けコンテンツ
配信（メルマガ、シーク
レットセミナー等）

・個別相談件数１００件
以上

・日本完全帰国、日本一時
帰国、米国公認会計士や
ファイナンシャルプラン
ナーによるお金や税務の
サポート、健康個別サ
ポートその他多数の実績

・ＮＹ、ＮＪ、ボストン、
ＬＡで現地セミナー開催
（参加者合計２００名
以上）

無料会員の特典をさらにパワーアップした、有料会員限定
の特典です。

・有料会員限定の日本帰国に有益な情報が月1回メルマガ
で届く

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員の
方同士でオンライン、オフラインで繋がれる）

・セミナーの優先案内と優先申込

・ワークショップセミナーに参加できなかった方に後日
セミナーの動画配信

・有料会員限定のイベントに参加

・FURUSATO PROJECT支援サービスを特別価格にてご
提供

・少人数制のシークレットセミナーの参加費無料（一般
参加は２０００円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受けられ
ます。

・会費：月１６５０円（税込）

NY 支部：FURUSATO PORJCT NY 事務局相談窓口 hisamatsu@nyseikatsu.com　NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　久松　茂
＜運営＞一般社団法人 NEXT GENERATION　■東京本部：FURUSATO PROJECT 事務局

五
里
霧
中
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
今
か
ら
備
え
る

〜
日
本
人
米
国
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
特
別
講
演
〜

【10月のオンラインシークレットセミナーのご案内】

日　程： 2022年10月13日（木）19:00~21:00（EST）
 （＊Zoomを使用して実施）
対　象： 将来日本への帰国を考えている方、帰国するか迷っている方
 駐在員の方も歓迎
定　員： 限定20名　
 （＊先着順で受け付けますので、お早めにお申し込みください）
参加費： 2,000円（参加申込後に、支払いに関するご案内をメールします。
 お支払いを確認後に受付が完了します。）
申込方法： ①氏名（フルネーム・日本語英語表記共に）、②メールに
 「10月13日シークレットセミナー参加希望」と明記の上、
 FURUSATO PROJECT NY相談センター窓口　久松　茂　
 （hisamatsu@nyseikatsu.com）までお申し込みください。

＜講師紹介＞ 安岡　佳一

日本、アメリカ、イギリスに於いて日系

大手証券会社勤務26年。2011年より米

国プルデンシャル生命保険会社にてファ

イナンシャルアドバイザー。現在の顧客

数は700名強で、その内、日本人は約半

数、全米17の州に顧客がおり、日本に

帰国した顧客数は約60名強。主な業務

は、ファイナンシャルプランニング、生

命保険及びアニュイティー等の個別の金

融商品の選定、その他資産運用、日本へ

の帰国に際しての金融面でのアドバイ

ス、相続対策のアドバイス等。

(19  )　　 ［文化・芸能］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2022 年（令和 4 年）10 月1日（土）

 EVENT　 
■ World Sake Day Bushwick =9/30 
17:00~21:00 (Mika 25 Thames Street 
Brooklyn, NY 11206)   年２回開催の日本
酒利き酒イベント。日本食と 12 種類の
酒ティスティング。料金 :$45 eventbrite 
(link in bio-> click world Sake day) https://
www.eventbrite.com/e/world-sake-day-
bushwick-tickets-406599669557
■ 祭 り NYC Fall Fest ＝ 10/2　12:00-
16:00　Corlears Hook Park（Jackson/
Cherry St.）民舞座の日本舞踊、太鼓マ
サラの太鼓演奏などのパフォーマンスや、
書道・けん玉・折り紙などの体験ができ
るファミリー向けの日本紹介イベント。
最後は参加者全員で盆踊り。入場無料。
詳細は https://japanesefolkdance.org/
■ Medieval Festival ＝ 10/2　11:30-
18:00　Fort Tryon Park（Near The Met 
Cloisters museum,190th St. ）アッパーマ
ンハッタンにあるクロイスター美術館近
くの公園で行われる、中世をテーマにし
た恒例イベント。中世の衣装をまとった
人たちによるショーや、馬に乗った騎士
たちの戦いが行われる。入場無料。
詳 細 は https://www.nycgovparks.org/
events/2022/10/02/medieval-festival
■第 10 回カジキズショー＝ 10/4　19:30　
Carnegie Hall（7th Ave. & 57th St.）JFA
国際アート連盟主催の花と音楽の祭典。
出演は、りんともシスターズ、山崎賢一、
松本藍、和嶋静代、イザベラ・マリア・トー
レス。司会は本紙連載コラム「風のままに」
の梶木敏巳氏。無料招待チケットは電話
917-873-4537、E メ ー ル kj.inter.artist@
gmail.com まで。
■ SAKURA COLLECTION 2022 ＝ 10/8　
14:00　JAPAN VILLAGE（934 3rd Ave, 
Brooklyn）一般法人サクラコレクション
主催のファッションショー。日本の伝統
素材と世界のデザイナーのコラボ、「尾
州再生ウール」をテーマにした学生デザ
インコンテストのほか、ダンスや音楽パ
フォーマンスも行われる。入場無料。
詳細は https://www.sakuracollection.com/

CLASS/SEMINAR
■ JAA 秋のヘルスフェア「上手な歳の重
ね方」＝ 10/1　19:00　マウントサイナ
イ医科大学の老年医学専門医、山田悠史
氏を講師に迎えたウェビナー。老化によ

る変化や予防法、歳を重ねて成長する能
力などを解説する。参加費無料、要登録。
詳細は https://sharejp.org/

MUSIC
■大野俊三トランペット・コンサート＝
10/9　19:00　Cutting Room（44 E 32nd 
St.）ジャズ・トランペット奏者の大野俊
三がロータス室内音楽団と共演する。チ
ケットは前売り $25、当日 $30
詳細は thecuttingroomnyc.com

THEATRE/DANCE
■ 第 60 回 NY 映 画 祭 ＝ 9/30 〜 10/16　
市内各劇場　リンカーンセンター映画協
会主催の国際映画祭。新作、ドキュメン
タリー、短編、リバイバル、実験映画な
ど世界の話題作を集めた 32 作品を上映。
日本作品は大塚竜治とホアン・ジー共同
監督「石門」（10/10 〜 11）が上映される。
入場料：$12 〜（会員・学生）、$17 〜（一般）　
詳細は https://www.fi lmlinc.org/

ART
　

■ Harumi Ori 個展「I am Here」＝ 10/30
まで　NowHere（40 Wooster St.) ブルッ
クリン在住アーティスト Harumi Ori によ
る作品展。日常的な街の風景を、オレン
ジ色の工業用メッシュで再現した作品を
展示する。入場無料。月火曜休廊。
詳細は https://nowhere-nyc.com/
■バスキア展覧会「King Pleasure」＝
10/31 まで　Starrett Lehigh（601 W 26th 
St.）ジャン＝ミシェル・バスキアの 200
点以上の未公開・希少作品を集めた展覧
会。入場料は一般 $35 〜、学生・シニア
が$32〜、2〜13歳が$30から。火曜休館。
詳細は https://kingpleasure.basquiat.com/
■九州・中国・四国サステナブル展「Love 
Japan Project」＝ 11/10 まで　J-Collabo

（300 7th St. Brooklyn）リサイクルして
作ったメモ帳や海岸に流れ着いたプラス
チックごみで作られたクリップトレイな
ど、展示・販売する。
詳は https://www.brooklynbbfl .com/
■「着物スタイル：ジョン・C・ウェバー・
コレクション展」＝ 2023/2/20 まで　The 
Metropolitan Museum of Art（1000 Fifth 
Ave.）入場料：大人 $30、シニア $22、
学生 $17、NY 州在住者と NY・NJ・CT
の学生は入場料任意。
詳細は https://www.metmuseum.org/
■クリムト展覧会「Gold in Motion」＝
終 了 日 未 定　Hall des Lumières（49 
Chambers St.）オーストリアの画家グス
タフ・クリムトの有名な絵画作品がオリ
ジナルサウンドとともに、高さ約 9 メー
トルの壁に投影される没入型デジタル
アート展。入場料は一般 $30、65 歳以上
$28、5 〜 16 歳 $15。
詳細は https://www.halldeslumieres.com/

　

植
山
慎
太
郎
と
マ
ッ
ク
ス
藤

島
の
写
真
展
﹁
月
と
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
﹂
が
10
月
18
日
︵
火
︶

か
ら
29
日(

土) 

ま
で
、
ギ

ャ
ラ
リ
ー
・
マ
ッ
ク
ス
・
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
︵
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
ー
５
５
２
番
地
４
階
、
イ

ン

タ

ー

コ

ム

＃

９
。

電

話

２
１
２
・
９
２
５
・
７
０
１
７
︶

で
開
催
さ
れ
る
。

　

植
山
は
も
と
も
と
風
景
写
真

を
撮
っ
て
い
た
が
、
２
０
１
１

年
に
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
を
撮
影

し
て
以
来
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

昇
る
月
に
魅
せ
ら
れ
写
真
を
撮

り
続
け
て
い
る
。
同
展
で
は

﹁M
oon in N

ew
 Y

ork

﹂
と

題
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
き
さ

や
角
度
か
ら
月
を
捕
ら
え
た

作
品
を
展
示
す
る
。
藤
島
は

﹁W
ish Y

ou
 W

ere H
ere 

--M
anhattan,1974~1993

﹂

と
題
し
、
20
年
間
に
わ
た
り
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
あ
る
高
層
ビ
ル

か
ら
エ
ン
パ
イ
ア
ス
テ
ー
ト
ビ

ル
を
撮
り
続
け
た
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
も
言
え
る
シ
リ
ー
ズ
か
ら

の
作
品
を
展
示
す
る
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
午

前
11
時
か
ら
午
後
６
時
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
18

日
︵
火
︶
午
後
６
時
か
ら
８
時
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
が
午
後

６
時
30
分
か
ら
行
わ
れ
る
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://

gallerym
axny.com

参
照
。

植
山
慎
太
郎
と
マ
ッ
ク
ス
藤
島

写
真
展
﹁
月
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
﹂

　

秋
の
ゴ
ス
ペ
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
が
10
月
６
日
︵
木
︶
か
ら

12
月
15
日
︵
木
︶
ま
で
、
毎
週

木
曜
︵
11
月
24
日
は
休
み
︶
大

人
の
部
が
午
前
10
時
45
分
か
ら

午
後
１
時
、
子
ど
も
の
部
が
午

後
４
時
15
分
が
午
後
６
時
ま

で
、
と
も
に
計
10
回
開
催
さ
れ

る
。
会
場
は
ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー

ン
ズ
に
あ
る
リ
ッ
ジ
ウ
ェ
イ
教

会
︵465 R

idgew
ay

︶
に
て
。

グ
ラ
ミ
ー
賞
受
賞
の
作
曲
家
・

音
楽
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
グ
レ
ゴ

リ
ー
・
ケ
リ
ー
が
指
導
す
る
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
後
、
12
月
17

日
︵
土
︶
午
後
６
時
か
ら
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
す
る
。

　

参
加
費
は
ひ
と
り
２
０
０

ド
ル
︵
10
回
の
練
習
と
コ
ン

サ
ー
ト
開
催
費
含
む
︶、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
初
日
に
受
付

で
現
金
に
て
支
払
う
。
問
い

合
わ
せ
・
参
加
申
し
込
み
は

Ｅ

メ

ー

ルm
sasakaw

a@
ridgew

aychurch.com

︵
笹

川
さ
ん
︶
ま
で
。
詳
細
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
め
ぐ
み
教
会
ウ

ェ
ブ
サ
イ
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